
 20 

平 成 ２ ７ 年 第 ４ 回 

小海町議会定例会会議録 

「第 ６ 日」 

    ＊ 開会年月日時  平成２７年１２月８日 午前１０時００分 

    ＊ 閉会年月日時  平成２７年１２月８日 午後 ４時４６分 

    ＊ 開会の場所  小 海 町 議 会 議 場 

 

              会 議 の 経 過 

 

 ○ 開    会 

 

議  長 皆さんおはようございます。 

本日は一般質問でございます。 

活発なるご議論をご期待申し上げたいと思います。 

議  長 定刻になりました。 

ただ今の出席議員は全員であります。 

定足数に達しておりますのでこれより本日の会議を開きます。 

ここで町長より発言が求められていますのでこれを許します。 

町長、新井寿一君。 

町  長 おはようございます。 

芦平の土砂崩落につきまして、開会日の3日以降の状況等について報告をさ

せていただきます。その後でございますけれども、墓地が1基崩落し、現在1

基が動いている状況でございます。県及び国の調査を受け、伸縮計を新たに

2機設置するとともに、延長をし、また、ボーリングを行い、地中内の動き

の調査作業を開始したところでございます。4日に避難区域内にあります公

民館の使用を禁止し、仮設の公民館を5日に設置し、5日の夜、佐久建設事務

所とともに区民に対する説明会を開催いたしました。区民の皆さん25人ご出

席いただきました。また、3世帯6人の避難先につきましては、やすらぎ園の

住宅に1世帯、北相木村に1世帯の移転が完了いたしました。残りの1世帯に

つきましては現在相談中でございます。今後も精神的なケアとその対応に努

めてまいります。また、監視カメラの設置が完了し、役場等で常に状態監視

ができるようになりました。説明会を開催し、区民の皆様方から何が原因と

考えられるか、今後の対応、もちろん応急、また恒久対策について多くの意

見が出されましたが、まだ動きが止まらない状態であり、現時点でははっき
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りしないが、調査データを分析し、出来るだけ早く安全安心を確保し、元の

生活に戻れるよう対応していくことを申し上げました。現在自主避難でござ

いますが、今後、雪、また、雨あるいは崩落等によりまして、災害の避難勧

告の発令、あるいは解除基準、これらにつきまして新たに芦平地区を対象と

した基準を設定し、対応してまいりたい、このように考えているところでご

ざいます。また、トライアスロン小海大会のコースになっていますが、大会

事務局の方にこの件については変更を検討するようにお願いをしたところ

でございます。今日現在では以上でございます。よろしくお願いいたします。 

 

              ○ 議事日程の報告 

 

議  長 本日の議事日程はお手元に配布した通りであります。 

本日、答弁のため出席を求めた者は、町長、副町長、教育長、会計管理者、

各課長、所長、専門幹であります。 

日程第一、本日は会議規則第61条の規定により一般質問を行います。 

あらかじめ申し上げておきますが、会議規則第55条を準用する同第63条の規

定により、一般質問は左の欄の同一事項について原則として3回までとしま

すのでご協力をお願いいたします。 

それでは順次質問を許します。 

 

              日程第１ 「一般質問」 

 

議  長 初めに第5番 新津孝徳議員の質問を許します。新津孝徳君。 

 

第５番 新津 孝徳 議員 

 

５番議員 第5番、新津孝徳です。先に提出いたしました通告書に基づき質問をいたし

ます。初めに地方創生の中から、森林、木材の活用は、と題しまして質問い

たします。政府は11月25日、環太平洋連携協定、いわゆるTPPの大筋合意に

ともなう国内対策を盛り込んだ総合的なTPP関連政策大綱を決定いたしまし

た。農業就業者の高齢化が進み、既存の農業経営を後継者等、若い担い手に

継承することは持続的、持続可能な農業を実現するうえで極めて重要であり

ますが、これらの不安をこれから進められる政府の対策がどこまで農家に寄
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り添った形がとれるのか、次々と押し寄せる大波と戦っていかなければなり

ません。政府のまち・ひと・しごと創生を柱とした地方創生の取り組みに大

きく関わってきますので、期待するしかありません。経済成長が右肩上がり

の時と違い、少子高齢化で人口減少の昨今、先輩議員や町職員、現に我々も

地方創生とは言わなくても常にこの問題に取り組んでまいりました。これと

言った案のない中、小海町を見渡しますと、長野県を象徴とするように山ば

かりであります。そして、カラマツ、赤松、雑木と成長し、伐期を迎えた林

がたくさんあります。木材の単価は低く、流通の低迷している現在でありま

すが、貴重な財産でもあります。この町中にあるものを利用しない手はあり

ません。質問に入ります。以前もバイオマスについて伺ったことがあります

が、現在新井町長のバイオマスについて思うところと、周りの市町村といろ

いろこれらの件で検討したことがあるかどうかまずお聞きいたします。 

町  長 ご苦労様でございます。お答え申し上げます。今新津議員さんから10月5日

に環太平洋パートナーシップ協定の大筋の合意、そして今回の地方創生とい

うことで町にある木材を活かすべきだということでございます。既にご存じ

のように小海町のまち・ひと・しごと創生総合戦略の中では木質バイオマス

については具体的には触れていません。そしてまた、先般新津議員さんから

一般質問を頂戴してございます。その後、例えば南佐久、あるいは南部地域

で具体的な協議はしていません。いずれにいたしましても、塩尻で現在計画

を進めています、信州Fパワーの動向を見守ってまいりたいということを考

えているところでございます。ただ、佐久総合病院におきましては、エネル

ギーを利用することを今現在進めているということでございます。以上で

す。 

５番議員 特別な取り組みはないということであるとお聞きしましたけれども、やはり

これからバイオマスと言っても幅広いものでいろいろ研究していく余地が

あると思いますのでまたお願いしたいと思います。私たち議会も岡山県の西

粟倉村の視察に行ってまいりました。説明の中で私が一番印象となったのが

このままでは村が立ち行かなくなると、村長を初め職員に危機感が走ったと

いう話しでした。この状況の中から出てきたのが100年の森構想であります。

100年と聞きますと大きな取り組みと思いますが、基礎となるところはどこ

の自治体とも大きく変わりはありません。違うところは自主と考え方の相違

であります。何か良いことはないか、余所の自治体がやっているからではな

く、まず我が町でできること、今現在ある状況からできることを小さなこと

からでも始めることだと思います。西粟倉村では小水力発電2ヶ所、太陽光
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発電、村営施設でのボイラーを灯油から薪ボイラーへ交換する。そしてこの

薪は村が主体で森林組合と進める間伐事業の中の今まで捨てられていた林

地、残材や間伐材を利用します。また発電によるEVの利用では一定規模の発

電ボイラーを設置し、平常時には村民への無償で電力提供や公用車の充電、

災害時には電気自動車を移動し、移動可能な非常用電源として活用し、避難

所等への電力供給を検討するといった徹底した取り組みです。そして、積極

的にIターンを受け入れ、人口増はもとより、Iターン者の今までの村の考え

方と違った創意工夫を取り入れるより良い方向へ事業を進めています。小海

町の3分の1に満たない人口の山間の村が頑張っています。小海でも学べると

ころがあると思いますが、先達の先輩が守ってきた森林や木材の活用を町長

はどのように考えているか。もう一度お願いいたします。 

町  長 現在、森林、木材は大きな町の資源であり、これを活用していくことについ

ては全く同じ考え方でございます。現在は丸太の多くは素材丸太として建築

材やベニヤ材として利用されているということでございます。最近は価格が

上昇傾向にあり、また、輸入材との関係もあって活発な取引が行われている、

このようにお聞きしているところでございます。西粟倉村の方に議会の皆さ

んで視察に行っていただきました。100年の森構想ということで、2本柱で川

上と川下でそれぞれ撫育、あるいは加工で雇用の増にもつなげている訳です

が、小海町でも何かができないかと一緒に行った担当に指示をしているとこ

ろでございます。ただ、今木材を丸太として利用し、そしてそれを建築材と

して利用している訳でございますが、今言ったようにA材はそれでいいと思

いますが、B材、あるいは今言いましたC材、要するに枝であるとか曲がった

部分、こういったものについてはなかなかバイオマス等で利用しなければ利

用できない部分がございます。そういった中で住宅の一つの考え方ですが、

住宅リフォーム等で助成事業をしている訳ですが、何らかの形で薪ストーブ

にするには40万円とか50万円とかそういった金額がかかります。そういった

ものを合わせて実施し、そして多くの皆さんに燃料として普及をさせるとい

うことも一つの方法でしょうし、あるいはチェンソーであるとか、あるいは

林業を一般の皆さんにも森林組合の皆さんにご協力を頂戴しながらそうい

った仕事、自分の自家用のものは自分で調達できるような対策が必要である

と思っています。いずれにいたしましても、この山林、木材を有効に活用し

ていく、そういったことを森林組合とともに一緒に考えてまいりたいと思っ

ていますのでよろしくお願いいたします。 

５番議員 今町長から前向きなご意見を伺ったので、大変安心したところでございます
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が、やはり間伐が今進んでいますが、間伐だけで満足していてはいけないと

思います。次の一手を打っていく必要があると思います。また後程触れます

がよろしくお願いしたいと思います。長和町の斉藤木材工業の長門工場では

皆さんご存じのように造作用集成材を作っています。長野県産材の活用を目

指し、より良い製品を作り山にお金を返し、地域に貢献したいと言っていま

す。大変ありがたい言葉であると思います。また、下伊那郡泰阜村では有志

で薪スタンド組合を作り、営業経験のある地域おこし協力隊員とともに注文

に迅速に対応できるよう出荷者のリスト作りを初め、価格や需要の確保まで

の対応を研究しています。昨年の11月に結成したばかりでありますが、12

月1日から今年の3月31日までの売上は20万円程であるそうです。現在50代か

ら80代までの16人が組合員としてやっているそうです。その始めたばかりの

事業に村は昨年度60万円、本年度も50万円を予算化し、チェンソーや薪割機

の費用などに補助している、本当に小さな活動ではありますが、村がこれを

認め前向きに判断しているところが素晴らしいと思います。町民の財産であ

る40年も50年も育てた森林、これらを有効利用し、町民に少しでも還元して

いくことは町長を初め町職員であり、我々の務めであると思います。先ほど

の繰り返しになるかもしれませんが、今後具体的に町長の方から取り組む姿

勢があるかお願いいたします。 

町  長 当然良い事業については積極的に取り入れ、また、町民の皆さんからのご要

望に応えていく。また、この広大な伐期を迎えた木材を有効に活用していく

ということは当然であると思います。そういった中で今小さなことから取り

組みをということでございます。町でも今別荘地内の整備をした木材とそう

いったものについて別荘の皆様方に還元する。また、別荘の皆さんにも手入

れに参加していただく、こういったことについて今検討を開始したところで

ございます。いずれにいたしましても、伐期を迎えている山林が多い、こう

いったことからその後の更新、次にまたもう一度植林し、下刈りし、そして

間伐、除伐、こういった作業を再度繰り返していかなければいけないわけで

ございますけれども、そういったことも含めて今後林業を育てていくこと。

西粟倉村につきまして今は面積が非常に広いということで皆伐したところ

については自然林のまま残しているというようなお話も聞きました。やはり

林業を継続するという意味からすれば全伐したところをまた新たな森にし

ていく、こういったことも非常に難しい問題ではありますが、同時に取り組

んでいかなければいけないことであるのかと思っています。 

５番議員 最初に申し上げましたが、やはり周りにたくさんあるものでございますの
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で、取り組みさえすれば事業は続けることが十分できると思います。森林組

合任せでなく、担当職員、地主さん、林業関係、多くの皆さんの意見集約を

進めると同時に、森林組合と町、議会等で話し合い、検討し、広い視野に立

っての行政指導、行政手腕を期待するところであります。バイオマスの利用

の研究をしてほしいと思うところでありますが、この話し合い、森林組合さ

ん等の話し合いとか、そういったことについてもどのような意見を持ってい

るかお聞かせ願いたいと思います。 

町  長 お答えを申し上げます。当然そういった木材について間伐、あるいは皆伐も

そうでございますけれども、A材については当然建築、あるいは杭材に使う

訳ですが、またB材、そして一番のC材、こういったことについてはチップに

し、そしてボイラー等に活用していくことと、全てを使い切ることが理想だ

という認識を持っていますが、現時点においてはそれが広域的に具体化され

ていることはございません。以前もお話し申し上げましたけれども、小諸市

において一市で検討し、そしてなかなかこれは一つの市では難しいという調

査結果も出ております。また機会あるごとに相談してまいりたいと思います

ので、よろしくお願いいたします。 

５番議員 ありがとうございました。先程担当職員にもその旨を伝えているということ

でありますので、またこれから一緒に考えていきたいと思います。次の質問

に移らせていただきます。親沢の人形三番叟について質問いたします。ご存

じの通り親沢の諏訪神社春の例祭に同社境内東西二棟の舞台で川平の獅子

舞が奉納された後、西舞台で五穀豊穣を祈願し奉納する大事な農業祭事であ

ります。山間の小さな集落で200年以上、250年とも言われる間一度も休むこ

となく演舞奉納され、現在に至っています。いろいろな特徴ある中で一つ申

し上げますと、独特の伝承方式がよく取り上げられています。現役役者を7

年勤めた後、指導役としての親方を7年。その後オジッツァという立場にな

り親方が役者に三番叟を正しく伝承しているか見張る役目となり、合計21

年関わります。その後も直系の役者が身内の不幸や出産などにより演じられ

ないときは降格して役目を果たすという厳格なものであります。事実私たち

も紛れもなくこのように伝承してまいりました。全国に何十ヵ所とある三番

叟ですが、現在もほぼ旧来通り伝承されていることが、東京大学や昭和女子

大学の名誉教授といった皆様の熱い視線をいただいたゆえんであると思い

ます。この貴重な伝承文化を今後も伝えていくためには地域の人々がその歴

史と価値を再認識することが何よりも重要だと考えます。この程北牧楽集館

の資料室に展示していただき、関心のある方には見ていただいていると思い
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ます。町の教育長としての立場から三番叟についてどのように捉えられてい

るかお聞きいたします。 

教育長 おはようございます。お答え申し上げます。ただ今新津議員からお話があっ

たとおり親沢の人形三番叟につきましては、250年以上も前から親沢地区で

引き継がれてきた歴史ある伝統文化でございまして、町の宝といってもいい

ものでございます。これにつきましては、今申されたとおり全国的にも珍し

い伝承継承に則った、人形の式三番としての伝統を今でも守っている事。そ

れと、川平の獅子舞と春の祭典で共に奉納するということが、特徴があるの

ではないかと思っています。その中でもただ今の伝承方法が21年交代で引き

継がれていくということが、一番の特徴ではないかと思っています。こうい

った独特の継承方法で現在にいたっているこの三番叟について、今年10月に

オープンしました楽集館の方でも現在展示しております。たくさんの町民の

皆さんにおいでいただきまして、見ていただいておりますが、まだこの紹介

の方法については現在十分ではないと思っています。ということで今後につ

きましては、親沢区、並びに伝承の保存会の皆さんとのお話を経て、現在役

場のロビーにある三体の人形につきましてもぜひ楽集館の方へ移した中で、

ご紹介ができたら良いと思っているわけでございます。また、時代の流れの

中でこの伝承方法、世襲制度が現在後継者不足ということも聞いています。

こういった伝統あるものを後世に引き継ぐ何らかの方法について、今後町民

の皆様とお話ししながら検討していきたいと思っています。また、学校教育

の場においては子供たちへふるさと教育の一環として、ぜひこの親沢三番叟

も含めた地域のお祭り、伝統文化についても引き継ぐ、教育についても進め

ていきたいと考えています。 

５番議員 教育長も北牧楽集館での展示、私も思いましたけれども、もう少し一般の人

に何か配れるような資料でも用意していただければありがたいということ

を感じました。まだ始まったばかりですので、今後の充実をまたよろしくお

願いしたいと思います。町はもとより県、日本財団等多くの皆さんのお力添

えをいただいて現在に至っていますが、少子高齢化、人口流出による担い手

不足は例外にあらず、現在の役者は町内の理解ある有志の皆様のお手伝いを

いただいて何とか続いています。来年の春祭りは7年目の節目に当たり次代

への役者の不足といった状況になります。祭りには祭典係があり、現役の役

者と親方が中心となって対策を考慮するのは当然であります。この長くに亘

って伝えられてきたこの大事な、町にしても、親沢地区にしても貴重な文化

観光の財産である三番叟の伝承を、先程教育長も心配していただいておりま
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したが、何とかしたいと思います。この点について教育長先ほどお聞きしま

したので町長にも一つ気持ちをお聞かせ願いたいと思います。 

町  長 お答えを申し上げます。私も川平ということで4月の春の大祭には必ず参加

し、そして獅子舞に参加させていただいています。獅子舞も今新津議員さん

がおっしゃった三番叟につきましても、長い歴史と伝承があり、そして多く

の皆さんが春を待っているということでございます。特に春には外に嫁いだ

皆さん、あるいは親戚の皆さん、多くの皆さんが三番叟を見にふるさとへ戻

ってくるということでございます。親沢、川平地区が今も皆さんの力によっ

て守り育てているということについては非常に感謝し、またその努力に敬意

を表するところでございます。しかし、今お話がありましたように7年ごと

に役者さんが代わるということで、その役者を親沢地区だけで見つけること

が非常に厳しくなり、町民の皆さん、理解のある皆さんにご協力を頂戴して

いるところでございます。当然この三番叟というものを今後もずっと継承

し、そして町の文化としてお願いしたい。それには町が何かできることがあ

るかどうかということについては、また今後いろいろな面でお話合いを持ち

ながら止まることのないように、ぜひともまた一緒にお願いをしたいという

のが私の気持ちです。 

５番議員 今大変温かい言葉をいただきましたので、親沢区祭典係、役者が中心となっ

て、本当にまたこれから努力していくと思いますけれども、町中で守ってい

くというような気持になっていただきますよう、貴重な三番叟でありますの

で、何とか伝承していくためにお力添えをお願い申し上げまして私の質問を

終わらせていただきます。 

議  長 以上で第5番 新津孝徳議員の質問を終わります。 

 

第３番 篠原 義從 議員 

 

議  長 次に第3番 篠原義從議員の質問を許します。篠原義從君。 

３番議員 第3番、篠原義從です。一般質問に入る前に、芦平区土砂崩落の為、自主避

難されている方々に心よりお見舞い申し上げますとともに、1日も早く自主

避難が解除されますよう願いつつ質問に入らせていただきます。町では、地

方創生総合戦略事業を進めるに当たり、まち・ひと・しごと、創生総合戦略

策定アンケートを実施し、町民皆様の考えや想いを事業に反映させ、オール

小海で取り組む姿勢だと理解しています。できること、できないことありま
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すが、アンケートを尊重し、そして検証し、町民の声を事業に取込み、進め

ていただきたい。アンケート結果が出ましたので私が気になった点を3点ほ

ど質問させていただきます。最初に、永住意識についての結果ですが、ぜひ

他の市町村に転出したい、また、できれば他の市町村に転出したいが10％あ

りました。この結果に私は驚かされましたし、大変危惧するところでありま

す。この結果を踏まえ町長の考え、そして今後への対策などを答弁お願いい

たします。 

町  長 それではお答えを申し上げます。町民の皆さんにアンケートにご協力をいた

だきましたことに感謝を申し上げます。今10％の方が小海町から転出をした

いというアンケートの結果であったというお話しでございます。当然それは

承知している訳ですが、逆に言いますと、70％以上の皆さんがずっとこの小

海町に住み続けていたいというご意見もある訳です。それぞれの事情があ

り、他町村に転出したいとお答えをいただいたと思っています。家庭、ある

いは生活の利便性、あるいは住宅環境、通勤、通学、様々な事情があるため

に率直に受け止めているところでございます。そしてまた、対策についてで

ございますけれども、それぞれの考え方でございますので、小海町そのもの

が嫌いだ。あるいは住み続けたくない。あるいは、家庭や人間関係等が理由

とするならば、その対策は非常に厳しいものがあるわけでございますが、あ

るいは住宅が足りない、あるいは家賃が高い、あるいは環境、駅が遠い、通

勤、通学等では今年も町営住宅を建築していますが、新たに住宅を建てる。

あるいは宅地造成をする。あるいはより子育てしやすい町を作りながら保健

や福祉や医療、教育、こういったもの、要するに総合戦略でございますけれ

ども、そういったものによって住んでいて良かった、また住んでみたい、こ

のように思わせるような将来にわたって町全体の活力が維持できるような

施策を今後進めていく必要があるだろうと考えているところでございます。 

３番議員 ただ今町長が言いましたように100％から10％を引くと90％残る訳ですけれ

ども、今後この90％が80％、70％、60％にならないように今町長が申しまし

たようにいろいろなことに取り組んでいかなければならないと思います。で

きたらこの10％の人達がどのような不満をもって、どのような生活設計を持

って下へ行きたいと願っているかは分かりませんが、行政でできることがあ

ったらなるべく10％を5％にするという努力を続けていただきたいと思いま

す。次の質問に移させていただきます。農林業を営むことについての調査結

果で農地、森林の維持、管理と後継者担い手不足で50％を超える人が心配を

しているが、後継者担い手問題は農業振興審議会でも議題にはのぼりません
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でした。町として何か施策、計画等ありましたらお願いいたします。なお、

森林関係につきましては新津議員が質問し、重複するところが多々あると思

いますので、農業に関してだけ答弁お願いします。 

町  長 お答えを申し上げます。当然、最初に戻りますけれども、小海町を離れたい

という皆さんの率が10％から5％、そしてまた0％になるように今後もまた努

力をしてまいりたいと思っています。農業の関係でございますけれども、農

業につきましては当然後継者が不足しているということ。そういった面にお

いては農業の大規模化等、また、安定経営というものが大事であると思いま

すし、またこういった中山間地に位置しているということで小規模の農家の

皆さんも生きがいを持って農業に従事していただく、農業に携わっていただ

く、こういったことが一番大事であると思っています。例えば、今インター

シップ等で新たに新規就農者の対策をしている訳でございますけれども、小

海町に来て農業をしたい、あるいは農業に携わりたい、そういった皆さんを

温かく迎え、そしていろいろなことについて相談に乗る。こういったことも

重要であると思っています。いずれにいたしましても、町の基幹産業の一つ

が農業でございます。農業が衰退してしまいますと町も同時に衰退してしま

うということでございますので、農業の振興につきましては今後もJAと協力

し合いながら取り組んでまいりたいと考えているところでございます。 

３番議員 このまま何も施策を講じないと農業は少しずつ衰退していくと思います。参

考までに私の考えを述べさせていただきますが、私は前から言っています

が、私の持論でございます。農業経営は法人化、会社組織にすることで後継

者担い手不足は解消されると考えています。そして今問題になっています、

アルバイトの問題解決にもつながるでしょう。会社組織にしますと年間を通

じての仕事を確保しなければなりませんが、冬期間の農業と言えばハウス栽

培等々あります。例えばハウスの熱源には小海町にある自然エネルギーを使

う。温泉、温水エネルギー。森林、先ほど新津議員もおっしゃっていました

が、バイオマスエネルギー。水、水力発電等のエネルギーを開発し利用する。

そして個性ある野菜、果物を栽培する。まだ他にもいろいろな施策があると

思いますが、私が今考えを持っていることを述べたわけです。言えることは

全てに関して一朝一夕にはできないということです。10年、20年後を見据え

た計画作成は行政主導で行わなければならないと考えています。以上のこと

を奇抜なアイディアであるということは申さないで、少しずつ考えを取り入

れてやっていただきたいと思います。何を作るかにも、エネルギーの開発と

言っても今言った難しい話なのですが、それを今から考え準備して、少しず
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つ計画をしていくことは、一朝一夕にはいきません。でも、何もやらなけれ

ば農業、林業、このまま少しずつ衰退していくという結果になるのは目に見

えています。そこで10年、20年先、長い年月になりますけれども、少しずつ

計画して進めていっていただきたいと思います。よろしくお願いします。 

町  長 今ご提案をいただきました。法人化、会社化、あるいは大規模化というよう

なお話もございました。そしてまたいろいろなエネルギーを利用して一朝一

夕にはいかない、今から10年、20年先を見据えて農業のあり方について検討

をしていくべきだというご提案を頂戴いたしました。確かに小諸市において

もよくニュース等で出ますが、今もいちごの栽培が冬でも行われているのも

事実でございます。果たしてそういったものがこの小海の地に適するかどう

か、そういったことも含めて今ご提案いただきましたので、今後いろいろな

皆さんにご意見をお聞きしてまいりたいと思っています。 

３番議員 よろしくお願いいたします。次の質問に移ります。小海町への移住を増やし、

小海町から出ていく人を減らすためにどのような取り組みに力を入れるべ

きかとのアンケート結果に、企業誘致、起業しやすい環境、起こす企業、環

境の整備などによる働く場所を生む取り組みが61.2％あります。そこで私も

再三言っていますけれども、企業誘致は大変難しいところがありますので、

起こす企業です。新しく会社を作り、事業を始めたい人にどういった支援策

があるのか、また考えているのかというところをお願いします。 

町  長 お答えを申し上げます。誘致につきましては同じ考え方でございます。新た

に事業を起こす、こういった皆さんに支援する策はあるのかということでご

ざいます。今町で起業者の支援につきましては、NPOを立ち上げる場合につ

きましては30万円という金額を町の単独支援として助成事業がございます。

今後、情報社会の中で起業と言っても、例えばインターネットを使ってこち

らの方に通信回線で自然豊かな清浄なこの小海の地で事業を起こしたい、そ

ういったこと。あるいは中部横断自動車道等の供用開始によりまして、そう

いった皆さんが来ていただける。そういったことも考えられる訳でございま

すけれど、現時点においてはその助成事業以外は具体的な助成事業はござい

ません。 

３番議員 今のところないということですけれども、これからぜひ起業者にできること

がありましたら、計画していただきたいと思います。会社を作るなら小海町

でと言われるような環境整備、支援策を作っていただきたいと思います。エ

ベレスト山頂を目指すように一歩一歩、また一歩と、将来の小海町の基礎を

築いていただきたいと考えています。以上で私の質問は終わらせていただき
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ます。ありがとうございました。 

議  長 以上で第3番 篠原義從議員の質問を終わります。 

ここで１１時１０分まで休憩といたします。 

（ときに午前１０時５３分） 

 

第７番 篠原 恒一 議員 

 

議  長 休憩前に引き続き会議を開きます。    （ときに午前１１時１０分） 

次に第7番 篠原恒一議員の質問を許します。篠原恒一君。 

７番議員 7番、篠原恒一です。通告により質問をさせていただきます。質問事項は当

町における寝たきり高齢者の介護の実態と支援策について伺いますのでよ

ろしくお願いいたします。本題に入ります前に若干憂うつな話をしますが、

11月25日付信濃毎日新聞の斜面に、先に起きました埼玉県での無理心中に関

することが載っていました。事件につきましては皆さんも報道等でご存じの

ことと思いますけれど、一家三人が乗った軽乗用車が利根川に突っ込み、74

歳の父親と81歳の母親が亡くなり、47歳の娘が殺人と自殺ほう助の疑いで逮

捕された事件。認知症の母親を介護して10年。家計は高齢の父親が新聞配達

で支えてきた。その父親が体調を崩して働けなくなり、死にたいと頼まれた

という。介護の疲れと生活苦が動機とすれば大変痛ましいという内容でし

た。またこの記事を読んだ駒ケ根市の68歳の女性の方からの投稿が11月30

日付信濃毎日新聞の私の声欄に載っていましたので、若干紹介させていただ

き本題に入りたいと思います。「25日付の本誌、斜面を読みました。貧困と

介護の轍に車輪を落とせば二度と抜け出せない。そうです、もうそんな社会

だと思います。寝たきりの高齢者の介護がどれだけ家計を圧迫しているか、

家族の負担になっているか、そのことをどれほどの人が理解してくれている

か、無理心中を選んだ埼玉一家の気持ちが私には痛いほど分かります。どん

なに社会福祉制度が充実したと言われても、底辺に暮らす私たちには届かな

いのが現実です。私も長期間寝たきりの姑の介護をしていて、勤めにも行け

ず家計は貧困の真っ只中です。70代で自身も高齢者の夫ですが、働かなくて

はならず毎日建設業のアルバイトに出ています。朝仕事に行く夫を送り出す

のはつらい気持ちです。多くの友人、私の妹や弟に経済的、精神的に支えら

れながら何とか生きているというだけであります。認知症の姑は意味不明な

ことを言ったり、騒いだり、いずれは自分の通る道だからと親戚に言われま
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す。絶対に通りたくないと反論しています。なぜ私がこうしたことを書くの

か、それは私みたいな立場で世間体を気にして何も言えない人もきっといる

と思ったからです。まだまだ親を家で見なければならないという風習は根強

く、嫁に対して厳しい意見が多々あります。お金がなくてもないとは言えな

い人も多くいます。でもこれからは私のような家庭は増え続けるでしょう。

死ぬ勇気があるのなら本当の生活をさらけ出しませんか。天龍川のほとりに

何回も立ち尽くして死ぬ勇気がなかった私です。春が来るか再び冬が来るか

はわかりませんが、何とか生きていけませんか。」という記事が掲載されて

いました。同居して息子、夫婦が親を見る家庭もあれば、老齢夫婦のみで家

庭で夫を介護し、または妻を介護する家庭もあると思います。介護の大変さ

は実際に介護をした者でなければわかりません。そこで本題に入ってまいり

ますが、まず1点目としまして、当町における寝たきりの方、特に認知症が

進んで自宅で介護をしている、自宅でせざるを得ない低所得者。紹介記事に

もありましたが、働きたくても働きに出ることができない。介護者本人も高

齢でいつ自身もそうなるか分からない。このような家庭があるとすれば今後

が心配であります。収入がないから施設にも預けられない家庭。実態があっ

たとすればその実態について町民課長より説明をお願いしたいと思います

が、よろしくお願いします。 

町民課長 おはようございます。それでは資料を用意いたしましたので、そちらの方を

ご覧いただきたいと思います。資料綴り1ページをお願いいたします。当町

における実態はということでございますけれども、介護保険の関係の平成27

年9月現在のデータを元にしてございます。まず表の1をご覧いただきたいと

思います。9月現在における要介護度別の認定者数ということでございます。

1月末に比べて20人多く、また第6期の計画に比べても10人多い状態となって

おりまして、微増傾向は引き続き続いているということでございます。合計

欄の300という数字は65歳人口に示す割合は16％程度となっています。これ

は平均的な数値となっています。介護サービスの種類別に分類したものが表

2と表3というものになります。表2はホームヘルプサービス、デイサービス、

ショートステイといった在宅系サービス。表3につきましては特別養護老人

ホーム、老人保健施設といった施設サービスの利用状況の表になります。表

2をご覧いただきたいと思いますけれども、在宅系サービスを利用されてい

る方の中で寝たきりとなられている高齢の方が要介護度4と5のところで1

名、3名ということで計4名おられます。また、在宅系サービスを利用されて

いる方で老々世帯の数につきましては、合計数字のところで30世帯というこ
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とでございます。先ほどお話にありました、介護のためにフルタイムのお勤

めができないケースというものも要介護3のところに表示してございますけ

れども、1世帯明らかにあるのを承知しています。いずれにしましても、在

宅系のサービスを選択するか施設系のサービスを選択するかはご利用者本

人やご家族の意向というものが最優先となっていますが、ご家族には施設サ

ービスを紹介するなどしまして、無理をしないようにという声かけは包括や

ホームヘルプに携わっている職員、ケアマネ等から行っているところでござ

います。また、介護疲れというのが気になるケースにつきましては、一時的

に老人保健施設などのショートステイというものを利用するケースもござ

います。資料の説明は一旦そこまでとします。 

７番議員 ありがとうございました。介護の実態はこの表の通りということでございま

すが、この中には先ほど質問しましたように低所得者で在宅のサービスも受

けられない、施設のサービスも大変だ。こういう家庭が結構いるのではない

かと思います。それと現実的には先程例に申しましたような悲惨な形の家庭

はない、小海町にはないというような報告も受けていますけれども、これか

らだんだんそういう状況になる家庭が増えてくるのではないかということ

も懸念されます。この表2の中で在宅介護合計201名、それからこの内、老々

世帯が30世帯、それから介護のために働けないところが現状1世帯というこ

とでございますが、その下に※印で非課税の世帯に属する者の利用者負担の

2分の1を町が補助してくれているというようなことも書かれています。この

2表のこの老々世帯30世帯と、それから単独補助しているところの87名。こ

の辺がそれと施設介護の補足給付対象者の41名というような、これらの数字

が今後どんどん増えてくるのではないかということが危惧される訳であり

ます。先程の新聞の声も紹介しましたけれども、そういう悲惨な事例が小海

町から絶対出さないよう、それなりの支援策をしていくのが行政の責務では

ないかと私も思っています。今後の支援策ということで最後に町長にお伺い

する訳ですけれども、法律の中にも高齢者虐待防止法というのが平成17年11

月9日に施行されています。内容を見ますと法律は高齢者虐待の防止、高齢

者の要介護者に対する支援等に関する法律ということでありまして、この14

条に市町村は養護者の負担の軽減のため、これ1項でございますが、養護者

に対する相談、指導、及び助言、その他必要な処置を講ずるものとするとう

たわれています。2項では、負担の軽減を図るため緊急の必要があると認め

られた場合には、短期間養護を受けるために必要な居室を確保するための処

置を講ずる。15条では、上記のための専門的な職員の確保に努めなければな
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らないと。このような法律上ではそのようにうたわれています。そこで虐待

は小海町には高齢者の虐待はないと思いますけれども、これからどんどん増

えていくそういう介護の家庭、低所得者、特に低所得者であり家庭で見ざる

を得ないというような家庭の支援は必要になってくるのではないかと思い

ます。町長のこれからの支援策について一つまとめていただきたいと思いま

すが、よろしくお願いします。 

町  長 ご苦労様でございます。今高齢者介護ということで悲惨な事例をお話頂きま

した。小海町にそういったことが発生しないように、また高齢者の皆さんへ

の虐待、こういったことが起こらないような施策というものを推進していか

なければいけないと、今お話を聞いて改めて思ったところでございます。高

齢者介護につきましては、基本的には介護保険のサービスが中心となってい

ます。小海町においては幸いにして特別養護老人ホーム美ノ輪荘、あるいは

老人保健施設こうみ、あるいは社協、NPOと多くの在宅系のサービスを提供

する事業者があります。そういった中で介護保険を利用し、そしてそのサー

ビスを受けていただけるように、包括支援センターを中心に相談に乗ってい

るということでございます。町では紙おむつの支給等、社協と共にやってい

る訳でございますけれども、また介護疲れ等、そういった介護を常にされて

いる皆さんに対しまして心身のリフレッシュということで、介護者会等も開

催し、そしてお互いに悩みを話し合い、そして介護疲れを少しでも癒してい

ただければありがたいということで交流の場を設けているということでご

ざいます。また配食サービスや外出支援等、いろいろな事業を展開し、介護

者の皆さんのご意見を聞きながらその事業を進めているのが実態でござい

ます。今最後にお話がございましたけれども、高齢者の虐待の関係、そして

そういったものを発見した場合については住居を提供し、そして保護する制

度のお話もお聞きいたしました。虐待等につきましては、当然デイサービス、

あるいはいろいろな場面で発見できれば当然即対応していくということで

ございますけれども、現時点においてはそういった事例はないということで

安堵しているところでございます。経済的な支援策につきましては担当課長

の方から答弁させていただきますので、よろしくお願いします。以上です。 

町民課長 それでは表を見ながら経済的な支援についてご説明申し上げます。表2の方

です。先程議員さんおっしゃられましたように※印の1番ということで欄外

に表示してございます。在宅系サービスにつきましては通常サービス費用の

1割というものが利用者の負担となります。それには高額医療と同じような

制度がございまして、その負担金の額が月1万5000円を超えれば1万5000円ま
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でをいただくという制度も用意してございますけれども、その上に町では低

所得者の方に対しては、例えば1万5000円の半額の7500円を支援するという

制度が、そこにあります町単独補助とある※印1番の行ということで87名の

方が対象になっているということでございます。次に施設系サービスを利用

されている低所得の方への支援ということでございますけれども、表3番に

なりますが、内補足給付対象※印2というものがございます。この補足給付

というものはその欄外にありますように、その施設での居住費とか食費の概

ね55％から65％を介護保険の制度内で給付するものでございます。表の数字

41名という方が半分以上になりますけれども、対象となっています。この結

果、特別養護老人ホームの多床室というものを例にとりますと、全ての経費

込みで月5万円程度で生活できる仕組みにはなってございます。年間60万円、

通常の国民年金ですと80万円弱あるのでその中での特別養護老人ホームで

の生活ができるという仕組みにはなっています。ただ、なかなか満額に近い

国民年金を受給されている方というのはそれほどいない実情がございます。

そういったケースにつきましては最終的なセーフティーネットといたしま

して、一番下の行にありますように生活保護という制度があります。ですの

で、経済的な理由で施設サービスが受けることができないという事例につき

ましては私の耳には入ってきていないのが実情でございます。いずれにしま

しても、先ほどの議員さんがおっしゃられた新聞の中に「お金がなくてとい

うのも切り出せないし、世間体があって親御さんを施設に預けることができ

ない」というような考え、やはりまだこういった田舎では残っているともと

られますが、包括やケアマネ等を通じる中でそのようなことはないと、皆さ

んが保険料払っている制度なのだから十分利用してくださいというような

かたちで、町としては今後さらに知らしめて新聞報道のような事例が発生し

ないように努めていきたいと思いますのでよろしくお願いします。 

７番議員 ありがとうございました。これからも当然こういう世帯が増えていくと思い

ますので、手厚い支援ができるようによろしくお願いしたいと思います。町

長の公約にもあるとおり、安心して暮らせる、この小海町に住んで良かった

と思えるような施策に一つ頑張っていただきたいと思います。よろしくお願

いします。以上で質問を終わります。 

議  長 以上で第7番 篠原恒一議員の質問を終わります。 

 

第６番 鷹野 弥洲年 議員 
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議  長 次に第6番 鷹野弥洲年議員の質問を許します。鷹野弥洲年君。 

６番議員 6番、鷹野弥洲年です。質問をさせていただきます。先ず、雇用定住促進事

業の概要検討案についてであります。去る11月27日に開催されました小海町

商工観光業振興審議会において雇用定住促進事業の概要案が提示されまし

た。また後日開催されました町の長期振興計画の審議会におきましても同案

が提示されたものと思います。3日に開会されました本定例会にこの雇用定

住促進事業の概要案が提示されるものと思っていましたが、全員協議会の資

料の中にもありませんでしたので、資料として提出をお願いいたしました。

この検討案によりますと、雇用の増加と町内への定住の促進を目的とすると

あります。対象者は概ね45歳未満で2年以上町外にいた者が小海町に定住し、

町の内外を問わず就職する者。また、農業従事者、商店後継者等であり、そ

の該当者に月額何万円かの助成を行うとされていますが、この事業の内容と

目的を詳しく説明をお願いしたいことと、その効果の予測をどのように目論

んでいるか伺います。合わせて、私は本年9月の定例会の一般質問において

町の人口流出を食い止めるために大学、専門学校等を卒業し、小海町に戻り、

住居を町に置き、小海町や近隣市町村に通勤する者に奨学金の減免制度の創

設を強く要望いたしました。この質問に対して町長は奨学金の対象者のみな

らず、誰もがその恩恵に浴することができるような方策を早急に検討すると

お答えいただきました。そのような経過の中で今回提示された雇用定住促進

事業の概要検討案はその答えと受け止めて良いのか、合わせてお答えをお願

いしたいと思います。 

産業建設

課長 

よろしくお願いします。最初に私の方から資料綴りの2ページをお願いしま

す。この制度の概要をご説明したいと思います。2ページの左側になります。

雇用定住促進事業概要で、これは検討案ということで、審議会の時より少し

変えてございます。まず一番の目的ですけれども、助成金の交付により雇用

の増加と町内への定住の促進を進める、そういう目的でございます。二番の

制度の概要と論点でございます。①対象者、これは助成金交付の対象者、45

歳未満の被雇用者に交付すると。これは農業の青年就農給付金の対象者が45

歳未満ということでございますので、それと同じにしたということです。次

の丸が被雇用者は2年以上町外に居住しており、就職等により町内に定住す

る者。この2年というのも短大ですとか大学ですとか、就職等で町外、首都

圏の方へ働きに行っている人たちが2年以上外にいる人をこちらの方へ、当

然都会育ちの人も含め、またIターンの人も含めて町内の方に呼び込みたい
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ということで、2年以上という条件を付けさせていただきました。三番目が

新規就農者、農業後継者、商店等後継者も対象とするということで、上記の

45歳であるとか2年以上という条件が当てはまればこういう方々も対象とし

たい。②対象要件でございます。これも三つありまして、一番上が公務員は

対象外としたい。二番目が被雇用者は町内在住で町内外どこの事業者でも雇

用されていれば対象とする。1年以上転出もなく雇用される見込みがあるこ

と。臨時職員も対象、扶養されていないということで、簡単に言えば小海町

に住んでいて町内、町外どこで勤務していてもいいよということでございま

す。三番目の丸ですけれども、農業後継者、商店後継者等は親元でも良い。

ただし、雇用契約等を結ぶこと。給与、就業規則等々ということで、親子関

係で親元に都会から来て農業とか商店を継ぐという場合もしっかり雇用契

約を結んで、いわゆる労働者というのですか、そういうことならば対象とし

たい。次、三番目の助成内容でございます。被雇用者へ交付。一人当たり月

額1万円から3万円を検討中ということで、全てP券で交付ということでござ

います。金額はまた右の方で説明しますけれども、現金でやるよりも地元の

商店等の活性化のために全てP券で交付したいという内容でございます。次

の丸が3年間に限り交付ということで、転入した時1回で払う場合とか1年か

ら5年に分ける場合とかいろいろ検討したのですけれども、3年間に分けて交

付したらどうかという案にしました。三番目に途中で転出した場合はその月

分以降は交付しないということでございます。④交付の方法です。被雇用者

へ事業者からの証明により、毎月本人宛へ引換券を発送、役場にてP券と引

き換え、6カ月有効、毎月1日時点で勤務している月分は交付。しっかり勤め

ているという証明をもらえれば毎月本人宅へ引換券を郵送しまして、少しお

手数ですけれど役場の方へＰネット券の引き換えに来ていただく。一月ごと

で来てもらっても良いし、6カ月まとめてもらっても良いというかたちで6

カ月有効としました。役場も午後6時までとか土日も引き換えできるような

体制を取るべきであるということで、今後検討しています。⑤制度間調整で、

新規就農者で青年就農給付金を受給している方は対象外で、150万円年間青

年就農給付金もらえますので、そういった方は対象外。⑥適用期間は、平成

31年度までこの制度をやったらどうかということでございます。それで最後

注意点、検討課題等ということで、一番下になりますが、全額P券で交付し

た場合もP券は所得税がかかるということが注意点でございます。次が転職、

町内外にしても引き続き対象かということで、今検討しているところでござ

います。2年以上転出してから再度転入した場合対象とするか、また現在町
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内在住者で町外勤務者の方々に転出を食い止めるため支援策を検討するか

など、まだまだいろいろ検討課題があるかと思いますけれども、思い当ると

ころはそういった点でございます。それで今度右の方へ行きまして、推計、

効果になりますけれども、対象者と事業費の推計でございます。まず一番上、

住民基本台帳と税情報につきまして、個人情報もありますので、その担当者

に調べていただきました。25年の4月から26年の3月までの1年間。次が26年

度の1年間。その2年間の情報で、転入者が113名、実際の住所を移した方が

います。その内この左側の対象とか対象要件は少し難しいのですが、対象者

の年齢とかそういった就職をしているかどうか等々を大体調べて、該当見込

という方々が25年度は35名、26年度は29名いるであろう。そこから推計しま

して、この制度があってもなくても通常35名、29名から推測して30名くらい

は転入してこの対象になるであろう。それとここからが推計になるのですけ

れど、この制度をやることによって10名くらいは増えるかなということで、

合わせて40名くらいになるかと。この10名も下の方で説明しますけれども、

金額によって変わるであろうという気がします。一応10名と見込んで1年間

40名が対象になるかなと。事業費の見込に移ります。まず1、2、3とありま

すけれど、月額1万円、2万円、3万円という場合で、一体いくら事業費がか

かるかということでございます。1番の月額1万円の場合、対象者一人である

と、月額1万円ということでございます。そうすると1年間は12倍しますので

12万円、3年間支給するとなれば36万円ということになります。それが40人

対象がいるということになりますと、月額1万円の場合は1年間で480万円、3

年間で1440万円という事業費になると、同じように月額が2万円の場合は、

40人の場合は1年間で960万円、3年間で2880万円、月額3万円とした場合は、

40人の場合、月額3万円とすると1年間で1440万円、3年間だと4320万円とい

う事業費が出るということでございます。この金額に応じて推計、どのくら

いの効果があるかというのは変わってくるというのが実態だと思います。私

の方から以上です。 

町  長 私の方からお答え申し上げます。今担当課長からお話し申し上げましたよう

に、専門学校、あるいは大学等を卒業して小海町へ定住し、あるいは他町村

に住んでいて、小海町の事業所で働いている皆さん。そういった皆さんも含

めて小海町に定住した場合についてはこういった案で事業を設定したい。こ

れは先般の一般質問の中でお答え申し上げましたけれども、奨学金の償還の

助成と合わせて、これに代わるものとして検討させていただいたということ

でございます。ですから、当然奨学金については1年間で60万円。4年間だと
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すると240万円という金額が奨学金として貸与されるわけですが、そういっ

た額の償還と比べて低いのではないかとご意見もあるかと思いますけれど

も、奨学金につきましてはこの金額、1万円になるのか3万円になるのかとい

うことを財政的に検討した中で、その格差を今後奨学金両方で支給するとい

うことは考えていませんので、その辺については今後1万円になるのか3万円

になるのかを判断しながら奨学金についてはその時点で決めてまいりたい

と、このように思っているところです。まず、公平公正、また小海町への移

住、定住促進ということで、この制度を今鷹野議員さんおっしゃったように

この前の一般質問でお答えをした代替案として提案させていただいたとい

うことでございます。 

６番議員 ただ今制度の内容について詳しく説明をいただきました。また、町長の回答

では奨学金の減免、こういったことを今後検討させていただくというような

部分と、そういった部分を含んだものである、要するにいろいろなケースを

考えた中で総括的なものであるというような答えであったかと思われます。

町では政府が唱えている地方創生総合戦略にこうした事業の取り組みと思

われます。小海町、まち・ひと・しごと創生総合戦略の中身を見ますと、町

外からの移住者を増やしていく、このような施策がうたわれています。その

施策を推進する具体的なかたちがこの雇用定住促進事業の概要検討案であ

るかと思われます。私は移住、定住者の促進を図るこの点においては、それ

はそれで的を得たものと考えます。町長の言われる誰もがその恩恵に浴する

ことができるような方策という点について、このような案になるかと思いま

す。この事業の主旨もよく理解できるものであります。しかし、これで移住

促進になり、人口減少を抑えることにつながっていくでしょうか。今日本の

各地で人口減少問題に苦しみ、政府は東京一極集中を回避し、地方創生を図

るとし、日本中の自治体が地方創生総合戦略を策定し、移住者の確保に躍起

になっています。もちろん小海町もこれに乗り遅れることのないように方策

を樹立し、推進しようとしています。まさに今移住者の引っ張り合いが起き

ているわけでございます。その中でいかに魅力があるか、こういったことが

問われているかと思います。私は9月の一般質問で移住者を呼び込む、それ

はそれで結構ですけれど、その前に人口流出を抑える、このことが非常に大

事であると申し上げました。ただ今産業建設課長のこの推計の予測の中にも

毎年30人ほど通常の人がくると言いましたけれども、これは地元から大学や

短大へ出た人が、戻ってきた人がその数であるということです。その上に10

人の移住者を見込む、そういったような内容であったかと、このように思う
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わけであります。子供たちが大学、専門学校を卒業し、地元に帰ってこなけ

れば大きな人口流出、人口減少につながってしまいます。だから卒業後に地

元に帰ってきてもらいたいし、帰ってきたら奨学金の減免をするように求め

ました。町外に通勤しても良い、農業後継者でも、事業者の後継者でも良い、

奨学金を借りなかった人が戻ってきたら制度を補完していけば良い。そして

小海町にはこういった制度があるのだから、子供たちに学校を出たら地元へ

戻ってきてもらいたい。中学生、高校生にそのことを教え、小海町を愛する

子供たちを育てることこそ重要なのだと訴えました。町もこの奨学金減免制

度にはある程度理解を示していただいているようであります。ただ今町長の

答弁にもありました。ここで問題なのは、町の職員として当然かもしれませ

んけれども、公平性の観点であります。町長のお答えのように誰もがその恩

恵に浴することができるような方策、その言葉に象徴されるように特定の人

の利益につながることはしない、結果奨学金の減免制度は無理だよ、一般質

問の終了後に複数の職員から言われました。9月の一般質問の繰り返しにな

りますが、私は6年前にも奨学金の減免制度の創設を訴えました。なかなか

理解していただけませんでした。新しいことには取り組めないでしょう。前

例のない事には取り組めないでしょう。勤め人、あるいは公務員に共通する

意識の問題であるかと思います。前例はできました。10月に佐久市が新聞で

奨学金の減免制度をやると報道がされました。佐久市は恵まれたところであ

ります。雇用の場も多くありますし、周辺市町村からも通勤者が集まります。

商業圏としても中核都市としての役割を果たしています。その佐久市ですら

人口の流出防止のために佐久市に帰ってきたら奨学金の減免を行うと言っ

ているのです。話を元に戻しますが、雇用定住促進事業の概要検討案を行う

のは良いのですが、この施策が注目を浴びるような施策になりますか。これ

だけで人口流出防止につながりますか。小海町から進学していく子供たちに

この制度があるから町に戻ってこようとの意識が伝わりますか。そういった

意識が持てますか。僕はこれでは訴える力が弱いと思います。インパクトに

欠けるわけです。公平性を重んじるあまり、あれもこれも落ち度のないよう

に細心の注意を払われて制度設計を考えられています。それは当然のことと

思いますけれど、そのために本来やりたいこと、つまり政策の柱となる部分

がかすれてしまう。訴えたいことが伝わらない。こういったことになってし

まう。9月の一般質問で申し上げました。子供たちに奨学金を借りて、減免

制度があるから戻ってきて欲しい。奨学金を借りなかった人、あるいは帰っ

てきた人が再度町外へ出て行ってしまった。いろいろな課題はあるけれど、
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それは制度設計の中で補完していけば良い。このように言いました。くどく

なりますが、大きな政策の柱があって、その政策の狙いが伝わることが一番

であり、公平性の観点からそれを補完するものがあって、一体のものと考え

れば良いと思います。地方創生の交付金の対象になるために、雇用定住促進

事業の概要検討案であるのではなくて、国に受けの良い案を提出することが

目的ではなくて、人口流出を防止し、人口減少を緩やかにするためにどのよ

うな施策があったら良いのかもう一度再考を求めるものであります。奨学金

の減免制度という人口減少を防止するために大きな、大きな政策の柱があっ

て、それを補完するものが今の町が検討している雇用定住促進事業概要検討

と位置付けるものであると私は思います。これでは雇用定住促進事業が柱で

あり、奨学金の減免はよく見ればこの中に入っています。訴えることが逆で

はありませんか。町長、どのように考えているかもう一度お伺いいたします。 

町  長 お答えを申し上げます。6年前に奨学金の減免という一般質問を頂戴し、そ

して先般当然それをやることによってふるさとへ卒業生が帰ってくるとい

うことでお話をいただきました。その時に現在過去3年間ですけれども、奨

学金を貸与した卒業生が平成24年で2人、平成25年で3人、平成26年で2名ふ

るさとへ帰ってきて頑張ろうということで頑張っていただいています。一番

大きな課題として今現在奨学金の貸与につきましては経済的な支援をする

という意味からして、ある程度の一定の所得以下の皆さんに奨学金を貸与し

ているわけでございますけれども、その額というものが非常に大きいか小さ

いかということは別ですが、所得額で800数十万円という金額を設定してご

ざいます。そういった中で、こういった制度をし、多くの皆さんに卒業後帰

ってきていただく。これが一番の目的ではありますが、そういったことによ

って、多くの皆さんに奨学金制度をより有効に活用していただき、より多く

の皆さんにお帰りをいただくということになった時に、ある面においてはこ

の制度を、今鷹野議員さんがおっしゃった制度を導入した場合どのくらいの

皆さんが今よりも奨学金の貸与の申請をされるか。また多くの皆さんが帰っ

てきていただければもちろん良いわけですけれども、どのくらいの皆さんが

小海に帰ってきていただいて、活躍していただけるか。こういった今見通し

を立てながら財政的な面において検討をさせていただいているところでご

ざいます。確かに今おっしゃったようにインパクトも足りないし、一つの柱

が欠けているのではないかというご指摘も頂戴いたしました。先ほど答弁い

たしましたけれども、この金額によって奨学金制度については順番が違うと

は言われましたけれども、検討を加えていきたいという答弁を先ほどさせて
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いただきました。そういった財政的な部分も含めてもう少し見込というもの

を精査する必要があるであろうと思っています。また佐久市さんで先般新聞

報道されました。実際の内容が例えば全額なのか半額なのか3分の1なのか条

件が付いているのか、付いていないのか、それらについても教育委員会の方

に教えていただけるものならば調査をするように教育長の方に指示をした

ところでございます。それらを参考にしながら今後対応してまいりたいとい

うふうに考えているところでございます。以上です。 

６番議員 お答えをいただきましたけれど、町長さん答弁が上手なものですから、その

とおりにするとはなかなか言ってもらえないようでございます。重ねて申し

上げますけれど、地方創生の交付金を申請するための雇用定住促進事業では

なくて、人口減少を緩やかにするための施策であってほしい。せっかくやる

施策であります。町民の皆様からこれはいいや、これなら子供たちを説得し

てみよう、町も思い切ってやってくれた、このような施策の狙い、想いが伝

わるものであり、実効性のある奨学金減免制度、そしてそれを補完する雇用

定住促進事業になるよう強く要望いたしまして、この質問を終わりたいと思

います。 

議  長 ここで午後１時まで休憩といたします。   （ときに午後０時０１分） 

議  長 休憩前に引き続き会議を開きます。     （ときに午後１時００分） 

午前中に引き続き、第6番 鷹野弥洲年君の一般質問を許します。 

６番議員 それでは引き続いて質問をさせていただきます。 

国道299号線の白駒の池入口から麦草峠周辺の交通渋滞問題について質問を

させていただきます。最近白駒の池が大変人気がありまして、多くの観光客

が訪れ混み合っています。近くの駐車場が一杯になり、駐車場が空くのを待

っているために、この白駒の池入口付近手前から麦草峠にかけて299号線が

交通渋滞を起こしています。白駒の池は皆さんご存じのように原生林につつ

まれ、苔が大変きれいなところであります。そして池の周囲には6月にピン

クのつつじが咲き誇り、秋にはこれが真っ赤に紅葉し、水鏡となって湖面に

落し、素晴らしい景色になります。この美しい景色を取ろうと写真家や一般

の観光客、バスツアー、そして登山者などでシーズンを通して混み合ってい

ます。このために299号線沿いの駐車場は大変混み合っています。よく耳に

するのが白駒の池に行ったけれど、駐車場に入れなくて見ないで帰ってきた

とか、渋滞して身動きができなかったとか聞きます。つい先日も夏に白駒の

池に行ったが、車が止められなくてあきらめたと、松原の別荘所有者から聞

きました。私自身も山歩きをしますので度々白駒の池入口の駐車場は利用し
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ますが、確かに混んでいます。一昨年の9月の連休に早朝、白駒の池を訪れ

たときには駐車場はすでに満杯状態でありました。八ヶ岳を縦走するために

送ってもらいましたので駐車場は必要ありませんでしたが、白駒の池の湖畔

を通るのに朝6時半だというのに、周囲の木道の上に写真家が三脚を並べて

いて、歩くのに木道の上を避けて通るほどたくさんの写真家でいっぱいにな

っていました。また今年の10月上旬にもアルプスからの帰りに麦草峠を越

え、白駒の池の紅葉は終わってしまったかなと寄ってみました。平日の午後

3時近いというのに駐車場はほぼいっぱいでした。池の周りにも大変多くの

人で賑わっていました。この何分の1かの人が松原湖にも寄っていただけた

らと思いました。このように白駒の池近くの駐車場が大変混雑し、一杯にな

ると即299号線の渋滞が発生します。この状況につきまして事前に資料をお

願いしてありましたが、無理なようでありました。資料はありませんけれど

も、この渋滞状況につきまして把握をされていましたらその報告と299号線

の渋滞解消への現状の取り組みを担当課長に伺います。 

産業建設

課長 

お答え申し上げます。資料請求ございましたが、口頭でご報告ということで

よろしくお願いします。まず、施設の状況を申し上げます。国道299号線、

この一帯ですが、平成27年、今年は4月23日に開通しました。冬は通行止め

でございます。4月23日開通で11月19日から通行止めということで、約7ヵ月

間通行できるということでございます。駐車場ですが、麦草峠の峠に茅野市

の無料の公共の駐車場があります。それが約30台。それと今回白駒の池の入

り口の北部森林組合が管理、運営している駐車場、そこが大型19台、普通車

160台可能な駐車場でございます。それでは北部森林組合に渋滞する時期を

聞いたところ、まずお盆の時期、8月13日から16日の4日間、これが混むよう

でございます。それと紅葉の時期、今年は10月2日の土曜日から10月12日月

曜日の祝日ですが、その間の10日間の内、土曜日、日曜日、祝日の5日間が

渋滞し、お盆の4日間と紅葉の5日間、合わせて9日間が特に渋滞したという

ことの情報を得ました。それで渋滞の状況ですけれども、お盆は比較的スム

ーズに流れ、それほど混雑したという状況ではなかったようで、特別な渋滞

対策はしていないようでございます。紅葉の時期につきましては渋滞しま

す。一番渋滞のピーク時は片側に駐車場に入るための車が渋滞するのです

が、片側渋滞が70ｍ続いていて、駐車場に入るまでに1時間30分ほどかかる

状態のようでございます。対策としてこの紅葉の時期は誘導員を1日10名配

置しまして、片側通行を駐車待ちで駐車しますので、もう片方を片側通行で

対応しているということであります。しっかり誘導員が上と下でやりますの
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で、特に大きな苦情は来ていないということでございます。ただし、麦草峠

にある茅野市の無料の駐車場30台がありますが、そこには誘導員がいないた

めにここが混雑と渋滞がひどい状態で、そこを通り過ぎてきた人たちが白駒

の池の駐車場の方へ来て苦情を言うと。あそこは少しひどいと、苦情が来る

ということでございます。根本的な対策というか、以前から考えているよう

ですが、シャトルバスによる方法とか、駐車場を広げるとか、道路を2車線

から3車線にするとか、そういう検討を以前からずっとし、佐久建設事務所

の方へ要望しているようでありますが、実現は難しい状況ということでござ

います。以上です。 

６番議員 お答えをいただきました。今渋滞している時期について伺った訳ですけれ

ど、私は資料のお願いの中では、一時的に駐車場がいっぱいになって入らな

い時がどれ位あるかということも含めて聞いたのですが、把握できないよう

なのでこれは仕方ないのですけれど、今の報告では、現実よりかなり少ない

ように思われます。もう少し混み合っているのではないかと。6月位から非

常に混んでいるように感じる訳でございます。それはともかく大変多くの皆

さんが白駒の池を訪れていただくことは大変ありがたいことであります。残

念なことにこの賑わいが小海町の観光に直結していないことであります。せ

っかく多くの観光客がすぐそこまで来ているのに小海町にあまり恩恵がな

い。白駒の池の半分は小海町ですよと主張している訳ですから看過できない

問題だと思います。町では小海町、まち・ひと・しごと創生の総合戦略とし

て小海町への新しい人の流れを作ると大きな目標を掲げています。この施策

として観光振興を第一に挙げ、八ヶ岳、松原湖高原、白駒の池など観光資源

の有効活用と、うたっています。こうした中にあって299号線の渋滞問題は

真剣に取り組まなくてはならない問題だと思いますけれど、町長はどのよう

にお考えですか。 

町  長 299号線、メルヘン街道と通称呼ばれていますけれども、4月23日に開通式を

行いまして、多くの観光客の皆さんに高原の素晴らしい景色を眺めながらの

ドライブを楽しんでいただいているわけでございます。そういった多くの皆

さんが来ているのになかなか小海町の方に来ていただけないということで

ございます。実はリエックスさんの方からも林業センターの国道299号と松

原高原線の交わるところ、あそこの案内板についてぜひとも変えていただき

たいと。もっとリエックスの方に、小海町の方にお客さんが流れるような標

識にしていただきたいという陳情も頂戴しているところでございます。それ

らにつきましては今後県と協議し、そしてそういったものができるかどうか
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今協議をさせていただいているところでございます。地方創生の中で観光を

通して交流人口を増やし、そして町の活性化につなげていこうと、盛り込ん

である訳でございます。当然今鷹野議員さんおっしゃったように何とか流れ

をなお一層中部横断自動車道が、仮称ですけれども、八千穂インターまで来

るというお話になりますと、そちらの方へ行ってしまうということも懸念さ

れますので、それらについて今から何らかの対策を講じていかなければいけ

ないと思っていることについては同じ考え方でございます。 

６番議員 今町長から伺った訳でありますけれど、小海町の方にお客さんが流れるよう

なかたちを取りたい、そういったことも伺った訳でございますけれど、この

小海町へ観光客に来てもらう点と渋滞緩和をどうしていくかという大きな

問題があるかと思います。そうした中で渋滞緩和の方ですが、そちらの方で

少し話をさせていただきたいと思います。もちろんこの問題は小海町だけで

考えることではないと思います。関係自治体と連携し、国、県との連携が必

要であるかと思います。ここからは一つの方策として私の考えを述べさせて

いただきます。この駐車場が足りないからといって駐車場をどんどん拡張し

ていく訳にはいかないと思います。また、駐車場を造ることは国有地として

簡単に認められる訳もないと思います。何よりもあの素晴らしい北八ヶ岳の

自然をこれ以上壊すことになってはいけないと思う訳であります。自然保護

として守らなくてはならないのは、まさに北八ヶ岳の原生林であります。こ

の素晴らしい原生林を後世に残していかなくてはならないのです。守るべき

ものは河川敷や遊休耕作地にいち早くはびこるハンノキではなく、この原生

林であります。北八ヶ岳には多くの自然が残っています。交通量の増加と駐

車場などの開発はこの素晴らしい自然を壊してしまいます。あの有名な縞枯

山の縞枯現象にも影響があるかもしれません。また、299号線はツーリング

のコースとしても人気があり、バイクの爆音が麦草峠から遠く離れた北八ヶ

岳の山の中まで聞こえてきます。このような視点から白駒の池への駐車場が

足りないからといって安易な拡張はすべきではないと考えています。ではど

うしたら良いのか。私は期間を区切って、あるいは時間を区切って通行止め

にすべきだと思います。いきなりこのような提案をいたしますと、何をバカ

なことをと言われるかもしれません。先程、産業建設課長の報告の中にもシ

ャトルバスの送迎ということも一つの案としてはあったようです。私はこの

ことが現実離れしたことではないと思います。佐久側と茅野側で双方が通行

止めにして、許可車や許可したバスのみを入れる。佐久側でいいますと、駐

車場は少なくても林業センターよりも下、あるいは小海リエックスの駐車場
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や八千穂高原のスキー場まで後退し、白駒の池入り口や麦草峠までバスの送

迎をもちろん有償で行う。こういったことが考えられるのではないかと思い

ます。課題はたくさんありますが、その検討の機会を作る。もちろん小海町

一町の問題ではなく、佐久穂町、茅野市、県、国、こういったところと協議

会を作って対策を考えるべきではないかと思います。協議会の設立、こうい

ったことを考えてほしい。こうした事例は全国各地にあります。県内では以

前上高地がそうでした。昔、私は穂高へ登るために車で上高地まで行きまし

たが、増え続ける観光客の車を規制するために長年検討を重ね、許可者以外

は通行禁止にいたしました。最初は試験的に期間を区切っていましたが、こ

の期間をだんだん延長していきました。駒ケ根のロープウェイもそうです。

ロープウェイ乗り場の数キロ手前で一般車を規制し、環境に配慮した電気の

バスに乗り換えになっています。あの有名な尾瀬も期間限定ではあります

が、鳩待峠に行くのに戸倉の駐車場で乗り換えです。299号線は茅野まで通

り抜けができないではないかという意見もあるかと思いますが、それでも通

行止めはやろうとすれば可能です。かつて、長野県の伊那と山梨県を結ぶた

めに南アルプススーパー林道が作られました。この道路を利用すれば伊那側

からも山梨側からも入れて北岳、仙丈ケ岳、甲斐駒ケ岳、3000ｍ級の山に日

帰りができましたが、今は伊那側と山梨県側の双方で許可車以外の通行止め

となっています。南アルプススーパー林道は危険が多すぎるという理由もあ

りました。このように県をまたいでもやっています。乗鞍岳もそうです。こ

のような事例のように駐車場の確保が難しいところ、あるいは自然を守るた

めに目的地の手前で通行止めにして、許可者のみの通行にする。そしてそこ

にはバス、タクシー利用の促進、また観光客の滞留を図る。そしてその周辺

に大きな観光産業が生じてくる。こういった事例を見習い、白駒の池入口付

近の渋滞問題もこうした検討を行う時期に来ているのではないか、このよう

に思うわけです。茅野市、小海町、佐久穂の299号線整備促進期成同盟会も

あります。トンネルにして佐久と茅野をつないだらとの考えもあります。ぜ

ひこうした組織を土台といたしまして、県、国を交えて協議会を組織して対

策の検討をお願いしたいと要望いたします。現状では白駒の池をわざわざ遠

くから見に来ても、駐車場がないために、また交通渋滞のために断念して帰

る人もいますので、対策を検討してもらいたいと思いますが、町長どうでし

ょうか。 

町  長 自然保護を推進しながら、また地域の活性化も同時に図っていく。それには

今ご提案がありましたシャトルバス、あるいはタクシー等、車を規制した中
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で通行止めの策を検討したらどうかというご提案でございます。当然町単独

だけでどうこうなるという問題でもありません。東信森林管理事務所、ある

いは県、そして佐久穂町、茅野市、こういった皆さんと一緒に検討をしてい

かなければいけない項目でございます。今おっしゃったように299号整備促

進期成同盟会というものがございます。一つは茅野市と佐久穂町さんと小海

町で組織しているものでございます。今お話がありましたように毎年国の方

に要請行動を行っている訳でございますけれども、その中の一つとして通年

通行をお願いしたいと。通年通行をするにはトンネルしかないということで

ぜひともトンネル化について毎年お願いをしている訳でございますが、十石

峠の方も合わせてということで、なかなか難しいのが実態でございます。そ

ういった中で今のご提案がございました件につきましては、そういった会議

の中でお話をさせていただきたい。ただ、そこには当然茅野市の観光協会の

皆さん、商工会の皆さん、そして小海でも、佐久穂町でもそういった財産区

の皆さんであるとか多くの皆さんがそれに関わっているということでござ

います。そういったことが可能かどうか、議論のまな板の上に乗せることが

できるかどうかということも含めて、また幹事会等もございますので事前に

そういった提案をさせていただいて、他町村、また他の機関のご意見、こう

いったものについてもお聞きをしてまいりたいと思っています。今ここでそ

ういった協議会を立ち上げるとか、あるいは立ち上げることはなかなか難し

いとか、そういったことは申し上げられませんけれども、そういった方向に

できるようなかたちに努力をしていくということだけをお答えとさせてい

ただきたいと思います。 

６番議員 お答えいただきました。通年通行にしてもらいたい、トンネル化、そういっ

たことを要望している。もちろんトンネル化ができればそれはそれに越した

ことはないと思いますし、またトンネルが出来たときにはなおさらその間

は、今度はシャトルバスの送迎とかそういったことが一緒に並行してできて

いくのではないかと思います。それはそれとしまして、何とか対策を考えて

いかなくてはならない、町長今の中では即そういった協議会を設立する、そ

ういったことまでは答えはできないということでございましてけれど、ぜひ

この交通渋滞の解消と自然保護、そしてバス、タクシーへの乗り換えが地域

の業者の活性化につながり、周辺の観光業が潤うようなものになるように考

えていただきたいと思います。一つ付け加えますが、決して不便になるから

訪れる人が減る、そういったことは、私はないように思っています。バスに

乗り換えて行かなくては見られないような素晴らしい景色があるからこそ
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行ってみようというのが真理であり、なお活性化するものと思います。それ

は全国の山岳観光地の事例が物語っています。そして大きな目標の一つに小

海町の観光に結び付く方策になるような発想の転換をお願いいたしまして

この質問を終わります。次に中部横断自動車道の建設促進について伺いま

す。佐久南インターから八千穂インターまでの工事もだいぶ進んできたよう

に思われます。一方山梨県側も身延から第二東名の間の工事が進んでいるよ

うに聞いています。そうした中にあって、八千穂から長坂までの間について

残っていますが、この地域として早期の整備を待ち望んでいるところであり

ますし、町長も南佐久郡の町村会として建設促進の陳情を行っているようで

ありますが、この八千穂、長坂間の整備の見通しについて伺います。また、

この小海町の中心地を通ると予測されますが、これに対して小海町内に政策

インターはできる見通しはあるのか。また、小海町として独自で小海町内に

政策インターを建設してほしいとの要望を国土交通省に対して行ってきた

のか否か。行ったとすればいつ、誰が、どこにお願いに行ったかどうか伺い

ます。最初に担当と思われます産業建設課長に、次に町長に同じ質問につい

てお答えをお願いいたします。 

産業建設

課長 

私の方から、状況でございます。今現在はアセス、環境アセスメントですが、

その方法書を作成中でございます。それが準備書の作成、評価書の手続き

等々やってアセスが完了するまでは、全国の平均で考えますと3年から5年か

かるということで、大きい幅で何年といえないところが現状なのですが、3

年から5年掛かるという予定でございます。アセスが終わりましたら今度は

事業化されまして、予算とか用地交渉等々、整備計画に上がってからですけ

れど、予算化され用地交渉等やりますと、よく言われるのが10年くらいかか

るのではないかということで、開通まで私の予想では13年から15年くらい掛

かるのではないかということであり、今はなるべく早く環境アセスを取り組

んでやってもらいたいということでございます。ただ、環境アセスをやって

いく中ではある程度1㎞幅で道路の幅を決めまして、大体政策インター等を

どの辺に作るというようなことまでアセスの中では当然指定、決定していく

ということになりますので、少しいろいろなルート等で難しい問題が出てく

るのではないかと思っています。政策インターですが、今仮称八千穂インタ

ーが政策インターでありますけれども、その先10㎞とかそういうかたちにな

りますと、通常でいくと野辺山辺りの方まで、国としてはそういう計画でい

るのではないかということですが、ぜひ松原というか海尻の、小海寄りの方

に政策インターということでぜひお願いしますということで私の方からも
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国の方の担当者へぜひ小海町にもお願いしますというかたちで言ってはあ

りますが、一番はルートをどのようにやるのかとかから始まって、調査して

いる段階ですので、正式にここに政策インターをお願いしますということ

の、正式な文書を持って陳情というかたちにはしていない況でございます。 

町  長 お答え申し上げます。当然仮称の八千穂インターから長坂ジャンクションま

での34㎞について早期に整備計画に格上げし、そして工事に着手するように

お願いをしたいということで今鷹野議員さんおっしゃったように県、そして

佐久の市長さんを中心とする連盟、そして南佐久郡ということで国の方に要

請行動をしているところでございます。そういった中で今の進捗状況につき

ましては今課長から申し上げたとおりでございます。環境アセスメント、環

境影響準備調査に今入っている段階で、これが本格的な環境影響準備調査に

入り、そして事業化されるということで、まだ相当の時間がかかるのではな

いかと思っています。そういった中で政策インターの要望をしたことがある

のかということでございますが、議会とも国の方に、国会議員さんの方に要

請行動に行こうということもあったわけでございますが、今課長が言ったよ

うに文書を持ってぜひとも小海町に政策インターをお願いしたいという要

望はしてございません。ただ、中央要望をする際に、南牧も全く同じですし、

小海町も全く同じ。一町村に一つぐらいは政策インターをぜひ造っていただ

きたいというお願いをし、また、長野県国道工事事務所へ、町村会の中で2

度ほど来ていろいろな説明をしていただきました。ただ、佐久南インターか

ら八千穂インターまで約15㎞です。14.6㎞か14.8㎞と思っていますけれど、

一つの政策インターというものについてはそのくらいのインター間の距離

がということは国土交通省の方から言われています。しかし、何とか政策イ

ンターで対応していただきたいということを口頭ではありますがその都度

お願いをしているところでございます。もし政策インターが叶わない場合に

ついては活性化インターということで当然町の中にそういったものを設定

していく。これは当然必要なことであると考えているところでございます。 

６番議員 ただ今お答えいただいた訳でございます。政策インターについて口頭でお願

いしたことはあるが、正式にお願いしていない、これが現実ではないかと思

います。またそうした中で、八千穂から非常に短い距離では難しいという根

底に考えがあるかと思います。そのようなことも課長と町長の答えの中にも

ありました。私は昨年まで議長をやらせていただきました2年間の間に、小

海町にインターを作ってもらうように小海町単独で国土交通省にお願いに

行くように町に対して何度もお願いをしてきました。行政と議会と一緒に行
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くように言いましたけれど、実現しませんでした。無論相手方の都合のある

ことでございますので、日程の調整が出来なかったということもあるかと思

います。しかしこのことは前々からの課題でありまして、それを2年も3年も

かかっても日程が取れませんでしたでは済まないのではないかと思います。

昨年も私がしつこくお願いいたしましたら、担当を議会事務局で調整するよ

うにとのことでございました。これでは町の主体性に欠け、問題を先送りに

しているのではないかと、このように思えてなりません。私はこの時点であ

まり騒いでも仕方ないかな、このようにも思いました。中部横断自動車道の

他のところの工事が進み、残るのはこの地域だけになってきていまして、こ

の道路をつなげて全線開通にしなければならない訳でございます。この地域

の整備がそれほど遠い話ではないように思われます。先程、産業建設課長の

答弁の中に今環境アセスをやっている。3年から5年かかる。その後1㎞幅で

発表になるとかそういったことがありました。この環境アセスをやっている

時にインターとかそういったものの整備の計画も考えられる、このように答

えをいただいたように思います。町としてインターを作ってほしいとの要望

を伝えるのは、今が重要な時期ではないかと思っています。計画が発表され

てからでは遅い訳であります。先程の産業建設課長の答えの中でもアセスが

済めばその中で計画が盛り込まれると言っています。八千穂にインターがで

きるので次は野辺山である。そういった勝手な想像をし、あきらめるのでは

なくて、あくまで小海町に政策インターを造って欲しいとのお願いをすべき

ではないでしょうか。距離が短いからではなくて、このような事例は全国に

たくさんあると思います。また各市町村を通り、その関係する自治体にほと

んどインターが作られています。小海町の中心地を横断し、インターは造っ

てもらえない。こうなってきますと何のための高速道路かということになり

ます。通過するだけで何の恩恵もなく、騒音と公害のみが残されていく。こ

のようなことでは到底承服できない問題だと思います。そのインターを造っ

て欲しいと努力もしないで傍観する訳にはいかないと思います。今行動する

ことはまず国土交通省に小海町の中に政策インターを造っていただきたい、

正式にこれをお願いすべきだと思います。沿線の市町村にそれぞれ政策イン

ターができるのに、小海町だけできないということになってくると承服でき

ない、はっきり伝えるべきです。地元の熱意を伝えるべきです。最善の努力

をしてもどうしても地元の要望を聞いてもらえないということになると、中

部横断自動車道の整備促進の要望そのものも考え物でございます。地域活性

化インターという考え方もありましょう。地元である程度金を出せばインタ
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ーを整備してくれるということも聞いています。それも最後の最後の手段と

してはあるでしょう。一時的な負担で済むのならそれも良いと思います。し

かし、聞くところによると地域活性化インターの場合、インター周辺や取り

付け道路など、後々の維持管理費や除雪費用まで地元負担であり、かなり高

額であるとの話も聞いています。こうなってきますと後世に負担を残すこと

になってしまいます。この負担の大きさにもよりますが、これでは地域活性

化インターの要望も考え物であります。よほど慎重にならなくてはなりませ

ん。町では長期振興計画の中で先日いただいた資料によりますと、地域活性

化インター建設のために平成29年から5000万円の基金造成を計画していま

す。私は基金を造成するのは構わないと思いますし、当然と思います。しか

し、地元が金を出さなくてもできる政策インターを作ってほしいとの要望す

ら正式に伝えてないのに、いきなり自前で金を出して地域活性化インターの

基金を積み上げていくというのは少し変ではありませんか。到底町民の理解

を得られることではないと思います。行政の手順としてもおかしくありませ

んか。重ねて申し上げますが、早急に国土交通省に対して政策インターを作

ってほしい、またサービスエリア、トイレを造って欲しい、強く要望するこ

とこそ大事だと思います。小海町だけ政策インターを造ってもらえなくて、

通過のみでは到底町民の理解は得られないということを強く要望すること

が、今なすべき第一歩であると考えますが、町長どのようにお考えですか。 

町  長 今ご指摘を頂戴いたしました。もちろんそういったことに諦めているとか、

あるいは最初からそういう考え方を持って行動していると、そういうことで

はございません。当然活性化インターではなくて、まず政策インターを造っ

ていただきたいということをお願いし、そして出来ない、これこれこういう

事情で出来ないということになって初めて次は活性化インターを自前でお

願いをするということになります。ですから、その前座が少し弱いのではな

いかというご指摘を今頂戴いたしました。当然国土交通省の方に要請をす

る。あるいは地元出身の国会議員の先生方のお力を頂戴する。そういったこ

とについて要請行動をまた議会の皆さんと一緒に口だけではなくて行動に

移す。その時にはまた議員の皆さん方にもご理解と共々要請行動に一緒にお

願いをしたいと思います。当然、私、議長を先頭に町の願いというものを国

土交通省の方にお伝えできる機会を年内というわけにはいかないでしょう

けれど、できるだけ速やかに実施するようにまた考えてまいりますので、議

員の皆様方にもぜひともご協力を頂戴できればと思います。先延ばしになっ

ていたということについてはお詫びを申し上げながら、まずは私たちの想
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い、願いをお伝えする機会を作ってまいりたいと思いますのでよろしくお願

いいたします。 

６番議員 お答えいただきました。積極的にやっていくというお考えのようでございま

す。今早急にやるべきはあくまで政策インターの整備であります。国土交通

省を初め、関係機関、あらゆる方面に働きかけをお願いしていただきたいと

思います。それを行う中で並行して周辺道路の整備や地域活性化インターの

整備のために基金の積み立てを行うのは賛成であります。町長の強い主導性

を発揮することを期待いたしまして、私の質問を終わります。 

議  長 以上で第6番 鷹野弥洲年議員の質問を終わります。 

 

第４番 篠原 憲雄 議員 

 

議  長 次に第4番 篠原憲雄議員の質問を許します。篠原憲雄君。 

４番議員 4番、篠原憲雄です。通告に従いまして質問いたします。先ず初めに、佐久

広域で佐久市方面に企業誘致の働きかけについて、小海町に企業誘致は難し

いと思われますので、雇用の確保、人口の減少に歯止めをかけるべき通勤可

能な佐久市方面に広域で企業誘致の働きかけをすべきではないかと思うが、

町長の考えはどのようか伺います。 

町  長 お答え申し上げます。佐久市の総合戦略の計画の中には、企業誘致がしっか

り掲げられています。私も立地の問題や労働力の確保等に無理があるという

ことで、町そのものに、小海町そのものに企業誘致は難しいと考えています。

人口減少をより緩やかにするためにまず安価な宅地や住宅をまず確保し、定

住促進を図っていくということ。また、住みやすい町づくりを推進していく。

合わせて、平成29年度中には中部横断自動車道につきまして、仮称の八千穂

インターまで供用が開始になる。これらを考えたときに移住希望者が小海町

を選んでいただけるような政策を行いながら、佐久市の方に、あるいは小諸

市の方に、佐久広域の中で企業誘致をし、そしてそちらの方に通勤をする、

お勤めいただく、こういったベットタウン化ということにつきましては、今

篠原議員さんおっしゃったものと全く同じ考え方でございます。 

４番議員 地方創生で様々な政策を掲げていますが、政策に反映できる該当種類が少な

い、簡単ではないと思いますが、生活基盤を築く働く場所がない状況なので、

最優先で取り組みをお願いしたいと思います。3月に一般質問で再度この取

り組みの経過について質問いたしますのでよろしくお願いします。次の質問
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に入ります。町の特産品の模索ということで、町の特産品がない中、ありふ

れた提案でありますが、遊休農地対策及び山林等に栗の栽培の取り組みをし

たらどうか。栗の産地と有名な小布施町の栗が有名であるが、小海町の気候

でも十分に育つ小布施に負けないような町の特産として、また近隣市町村で

すでに栽培しているブルーベリーの栽培をしても良いのではないか。町とし

てどのようなものを今後考えているかお願いいたします。 

町  長 お答え申し上げます。前回の一般質問の中でも篠原議員さんからキウイフル

ーツを特産品として栽培したらどうかというご提案を頂戴いたしました。そ

して今回特産品としてという意味ではないですけれど、栗というご提案を今

いただいたところでございます。当然栗についても小海町では多分栽培でき

るであろうと思います。しかし、小粒であると思いますし、また品質的にも

栗で有名な小布施等々に対抗できるものができるとかというと、なかなか考

えにくいと思います。ただ、地球温暖化ということで、だんだんフルーツに

つきましてもできるものが将来見込めるということでございます。それらに

つきまして、農業改良普及センターのご指導を頂戴しながら何がいいのかと

いうことをやはり研究していく必要があるのだろうと思っています。今の段

階においてはそば、あるいは鞍掛豆、これらについて推奨しているというこ

とでこれらの確立、栽培指針の確立であるとか、あるいは品質の改善、こう

いったことにしっかり取り組んでいく必要があるのではないかと思ってい

るところでございます。今後の一つの活性化の課題として研究してまいりた

いと思いますのでよろしくお願いいたします。 

４番議員 いずれにいたしましても、今現在はそばとか豆でございますが、何らかの新

しい特産品の取り組みをお願いいたしまして、私の質問を終わりにします。 

議  長 以上で第4番 篠原憲雄議員の質問を終わります。 

ここで午後２時１０分まで休憩といたします。 （ときに午後１時５２分） 

 

第２番 篠原 伸男 議員 

 

議  長 休憩前に引き続き会議を開きます。      （ときに午後２時１０分） 

次に第2番 篠原伸男議員の質問を許します。篠原伸男君。 

２番議員 2番、篠原伸男です。10月にオープンいたしました北牧楽集館は、トレーニ

ングマシーンや豊富な蔵書、またゆったりとしたオープンスペースを大勢の

皆さんが活用し、大変盛況な滑り出しで関係者の皆さんのご尽力に敬意を表
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するものでございます。昨日も私、病院から帰ってくる途中、4時か4時ちょ

っと過ぎでしたか、小学生の子が鞄をしょってきて、どこの子かなと思って

いましたら、楽集館の方に入っていきました。おかげさまで馬流の通りも思

ったより子供たちも通るようになってきた状況でございます。今後も文字通

り楽しんで、大勢の人たちが集う施設になることを期待いたします。それで

は通告に従いまして、地域おこし協力隊につきまして一般質問をさせていた

だきます。この地域おこし協力隊というのは平成21年度に制度がスタート

し、当時全国で89名であった隊員が5年後の26年度には1511名まで増え、昨

年度作成されました、まち・ひと・しごと創生総合戦略のアクションプラン

では田舎で働き隊と名称を統一し、2016年来年には3000人、2020年には4000

人を目途に拡充していくようで、この地域おこし協力隊の数はますます増え

ていくのではないかと思うものでございます。小海町においては25年度に募

集し、26年度に農業、商工観光、林業の3分野、3名でスタートしました。現

在は1名事情がありまして現在は2名でありますが、農業部門、商工観光部門

で頑張っていただいていると思います。その内一人の方は3月末に家族で移

住してきたということで、私は大変良い制度を活用しているのではないかと

考えているところでございます。この協力隊を導入する際、確か移動販売の

活用というような話もありましたが、バスの購入というのはいつの間にか消

えてしまいました。町が協力隊制度を活用するようになり、町は期待した成

果、いかがでしょうか。また地域おこし協力隊というものは町から委嘱を受

け、一定期間地域に居住して、地域ブランドや地場産品の開発、販売、PR

等、地域おこしの支援や農林産業への従事、住民の生活支援などの地域協力

活動を行いながら、その地域へ定住、定着を図る取り組みとされています。

しかしながら、この協力隊の方々は知らない地域で活動する訳ですから、地

域支援をするという強い意気込み、期待、希望に満ちて臨んできていると思

いますが、その反面、知らない土地柄、あるいは、任期終了後の将来への不

安等々、悩みも多いと思います。それらを解決するには協力隊員、地域、自

治体の3者の信頼関係の構築が不可欠だと私は思います。任期はまだ1年余あ

りますが、この信頼関係は構築されて、町が望んでいるような成果は上がっ

てきているでしょうか。町長にお尋ねいたします。 

町  長 お答えを申し上げます。地域おこしの協力隊につきましては、小海町も平成

26年に初めて取り組んだところでございます。公募をかけながら3名の方に

今篠原議員さんがおっしゃったように活動を開始していただき、そして1人

につきましては家庭の事情で帰らざるを得なくなってしまったということ
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でございます。ちょうど農業の振興、そして1人は商工業観光の振興、こう

いったことに従事していただいています。2年目の今、中間点を迎えました

けれども、結論を急がずに今お話がございましたように地域と、そして行政

と、そして協力隊が信頼関係を結びながら一つ一つ成果を上げていくという

ことが大事であると思っています。行政としても隊員の2人の意志を尊重し

ながら今後も活動をしっかり支援してまいりたいと思っています。そして、

1年後、2年後にはしっかりした基盤ができ、そして定住へと結びつけていけ

たらということを強く願っているところでございます。 

２番議員 急がずじっくり腰を据えて取り組んでいくという形であるようでございま

す。そしてまた、逆に協力隊に支援をしていくというようなことであるよう

でございますけれども、実際にはこの地域おこし協力隊というものを招聘す

るに当たりましては、隊員の方に支援するというよりも逆に町の方が何を望

んでいるか、それを逆に支援していただくということではないかと思いま

す。若干私とその辺の考えが違うのではないかというようなことでございま

す。現在活躍されています地域おこし協力隊の方の活動でございますけれ

ど、農産物等々の販売やらそれからフェイスブックへの情報発信等々いろい

ろやっていらっしゃるようでございますけれども、一番は特産品の開発、あ

るいは販売というようなことも取り組んでいるようでございますけれども、

実際問題として今小海町、私先般の一般質問でも6次産業化ということをお

話し申し上げましたが、昨年度は鞍掛豆については補助事業が付いたから

1000万円からの事業として取り組んだ、先般7月に神田のなみへいという所、

佐久穂町と小海町で委託した所のお店に伺った時には小海町のパンフレッ

トには小海そばというものが大々的に載っていました。小海そばはどうした

のかとお聞きしたところ、小海そばはもうないですと、今の状態では売り切

れてしまってないのか、あるいは足りなくてないのか、その辺は定かではご

ざいませんけれども、特産品等々の販売に大変力を入れてもらったりしてい

る現状におきまして、隊員の皆さんは町の特産品の販売、促進の取り組み参

加といわれていますが、小海町の特産品って何なのでしょうか。先ほども質

問がありました。特産品として栗とかブルーベリーというような例もありま

したが、特産品開発ということは確かに一朝一夕にできるものではなくて、

大変私は難しいものであると思いますから、ぜひ何回も繰り返し、繰り返し

失敗もあるかと思います。一つのものを作るのに簡単にできるものではあり

ませんので、いずれ試行錯誤しながら全町一体となって英知を結集して私は

頑張るべきだと思っているところでありますし、また強く望むものでありま
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す。さて、平成28年から30年の長期振興計画を見ますと、地方創生事業絡み

であると思いますが、定住促進若者定住事業、I、U、Jターン、就農支援の

行政計画のその事業内容で地域おこし協力隊に各年1700万円、3年間で5100

万円を計上していますが、具体的にはこのことはどのように進めていくお考

えですか。お尋ねいたします。今年度は協力隊の募集はなかった。従って特

産品の開発、販売は大変難しい事だと思いますが、昨年、先程申し上げまし

たように鞍掛豆に力を入れていましたが、今年は一体どうなのでしょうか。

今年はある人から言われましたが、鞍掛豆を注文したらないというようなこ

とで、まだ製品化されていなかったのではないかと思っているのですけれ

ど、現在の協力隊員の方々は先程申し上げたとおりの活動をしています。し

かし、特産品というものの多くは加工されたもの、いわゆる6次産業化され

たものであるかと思いますが、では一体その材料、元となるもの、例えば鞍

掛豆であるし、またそばでありますが、それはそのままでは販売することは

できないと思います。元々それを加工するところにおろすというようなこと

になれば別ですけれど、そこに加工を加えて付加価値を付けて小海町として

売り出していくものではないかと私は思うのですけれど、協力隊員の皆さん

は地域や町の計画を無視しては活動できないと思います。今いらっしゃる方

のお話も今年採用がなかった26年度から来て27年度にも採用あればその方

と継続的に新しく来た人と手を組みながらまた地域おこしに頑張りたいと

思っていますが、今年は1年間空白が出来てしまっている訳でございまして、

協力隊の継続性が途切れてしまうのではないかと私は懸念するものでござ

います。28年度からは長振の計画を見ますと3年間は続くようであります。

隊員募集は応募する隊員と町の目的が一致しなければ私はスムーズにいか

ないと思います。これから各3年間で各年1700万円かけてこの地域おこし協

力隊制度を活用すると思いますけれど、そのコンセプトを町長にお伺いいた

します。 

町  長 お答え申し上げます。地域おこし協力隊の皆さんには今現在2名。平成27年

度につきましては、移住体験ツアーとかグルメ巡りであるとか、いろいろな

ところで活動し、また今も出ましたけれども、フェイスブック等で情報発信

をし、日大とのフィールドワークにも積極的に参加していただいているとこ

ろでございます。また地域においては消防団員として活躍していただいた

り、事務所での活動、いろいろな面で頑張って活動していただいているとこ

ろでございます。長期振興計画にも計上してございますけれども、平成28

年度につきましては2名の地域おこし協力隊の募集を今考えているところで
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ございます。今ご指摘がありましたように行政側と来る協力隊の意志疎通、

また来て何をするのかということ、商業だ、林業だ、農業だと漠然としたも

のではなくて、もう少し具体的なお話をして協力隊に活躍をしていただくと

いうことが必要であるというようなご指摘を頂戴したところでございます。

来年の平成28年度につきましては、年が明けまして1月17日の日に移住体験

ツアー、あるいは協力隊の合同面接会が東京のビックサイトで行われます。

そこからスタートということですが、その前に応募していただければもちろ

んありがたい訳ですが、そこがスタートとなります。想定としてはまず一つ

は林業関係、森林組合へ、将来森林組合の中核を担う、経営に参画できるよ

うな地域おこし協力隊を求めてまいりたいというのが一つでございます。も

う一つは直売所関係で、これまた将来中枢を担っていただけるような人材、

意欲のある人材を募集していきたいというのが現時点の基本的な考え方で

ございます。 

２番議員 ありがとうございました。今28年度の方向、2名採用したいというようなお

話を伺った訳でございますけれども、それなりに町が協力隊員に準備してお

いて、こういうことをやってもらいたいというようなものを持っていきませ

んと、私は協力隊員がただ役場の職員の下請けの仕事になってしまう恐れも

あるのではないかと考えるものでございます。1月17日の日に応募される方

と担当者が行って面談されると思いますが、たぶん町の役場の担当者も小海

町の現状、それから期待するものというものを熱っぽく語っていくと思うの

です。希望に満ちたその語った方と、話し合った役場の職員と隊員の方々が

一致して私は小海町に来てまた頑張っていただけるようになるのではない

かと思います。役場も人事異動がある訳でございまして、その担当者の心意

気というものに感じ入って町に応募してきた。ところが来てみたら役場のそ

の担当者の方がいなくなってしまって、何かニュアンスが違うというような

ことのないように、私はその辺のところも小海町役場職員として一貫性を持

って取り組んでいかないとせっかくこれだけのいい制度の活用がスムーズ

に行かなくなるのではないかと思います。28年度2名ということで、林業に

おいては森林組合の中枢になっていただきたい。それからまた直売所におい

て将来中枢ということは9月の全員協議会の時に検討委員会の後、店長を配

置するかしないかというようなことも説明を受けていますので、将来的にそ

うなっていっていただける人物を多分探し求めてくるのではないかと思い

ますが、しかし、森林組合は一つの林業というメインのものを持っている訳

でございますけれども、直売所、来年度3000万円程、長振を見ますと計上さ
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れていますが、どういったものをしっかりとやるのか、それが提示されてい

なければ私は直売所のところで働いてもらいたい、将来は、中枢になってい

ただきたいといいましても3年後に果たしてその方がいるのかどうかという

ようなことで、私は難しい場面も出てくるのではないかと思います。どうか

この協力隊を募集する際につきましては、町長の想いを担当者にしっかり伝

えて、そして素晴らしい人材が確保できて来て、小海町の発展の一翼を担っ

てもらえるような人を望むものでございます。さて、私は地域おこし協力隊

につきまして、今までは活動分野について話をしてまいりました。林業とか

農業、あるいは商工観光の活動分野で話しましたが、私は今度、この協力隊

の活動形態というものについて自分の考えを申し上げたいと思います。活動

形態には、役場職員の代替のパターン、あるいは開業、就業準備、3年経過

した後、自分がこの小海町で得たものを元にして商売を始めていきたい。あ

るいはこの小海町で職を就けたいというようなパターン。あるいは全く自由

に、自分なりきにこのところで学んだものを自分の好きなかたちで進めてい

きたいというような3通りのパターンがあるように聞いているところでござ

います。一般的にアルバイトと違って、町の方でも取り入れていますけれど

も、インターンシップ制度というものは無償でございます。ところが3年3

割。これは企業の新卒で就職した人の離職率だそうです。大体企業に就職し

ますと、3年経ちますと3割位が離職していくというのが一般的のようであり

まして、そこで企業ではインターンシップ制度を活用して、人材確保を目指

すようにしているようでございます。地域おこし協力隊は国から特別交付税

等で補填される訳でありまして、インターンシップ制度のように無償という

訳にはいかないと思いますが、企業では実際に体験していただいて良けれ

ば、お互いに合意に達すれば採用して、その職についていただくようなこと

でございます。そこでこの地域おこし協力隊員を3年という期限で町の行政

事務に従事してもらう、そういう形態に取り入れたらどうかと私は考えてい

るものでございます。北牧楽集館ができたから社会教育にも新風を吹き込

み、新しい時代に合った社会教育というようなことを申し上げましたが、昔

は主事がいたからできたというようなことでなかなか人材の確保が大変で

あるというようなお話を伺いました。また保育士さんにおいても然りでござ

います。未満児からも常時小海の保育所でお世話をできるようにするにはど

うも保育士さんの確保が難しい。また保健師さんにおいてもその確保がなか

なか大変であるというようにも私は聞いています。そこでこの地域おこし協

力隊制度とインターンシップ制度を併用した専門職的な人材を確保してみ
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たらいかがというように私は考えるのであります。この協力制度を活用して

3年間小海町職員として頑張って働いていただき、そして隊員の方、あるい

は町とが、これなら私はこの小海町で骨を埋めても良い、この人なら小海町

の将来に必ずや役に立ってくれるであろうというような合意ができれば私

は引き続きそのまま職員として活躍していってもらっていっても良いので

はないかと思うものでございます。私は以前に社会人枠採用というのを提案

いたしました。社会が複雑多岐にわたり、ますます多様化し、変化が激しく

なる未来社会に小海町が2040年のチャレンジ3050実現に向けて私は多様な

人材は不可欠であると思うのです。新卒で入られた皆さんも立派な方多いの

ですが、私はただ単に新卒の職員ばかりではなくて、社会経験や他地域で経

験を積んできた人もこれからの複雑多岐に渡る社会に対応していくために、

小海町の役場の中では必要ではないかというように考えるものでございま

す。地域おこし協力隊制度を活動分野に限定するのではなくて、活動形態に

も広めて活用したらいかがと思いますが、町長のお考えをお尋ねいたしま

す。 

町  長 地域おこし協力隊の皆さんにはぜひとも地元に慣れて定住促進に結び付け

ていただきたい。また、自分の目標、また行政側の願いというものをその実

現に向けて3年間で能力を磨いて自立をしていただき、開業、あるいはそれ

ぞれの立場で新たな仕事、こういったかたちで定住を図っていただきたいと

いうのがもちろんお願いでございます。そういった中で今ご提案がありまし

たのは、ある程度目的を持ってまた社会人として経験のある方に小海へ来て

いただき、行政マンとして3年間頑張っていただき、そのまま町の職員とし

て町民福祉に貢献していただいたらどうかということでございます。例えば

北相木村の今山村留学がございますけれども、そちらの方に携わっている

方、町村の名前をいってはまずいかもしれませんけれども、最初は地域おこ

し協力隊から現在そこで活躍をされているということでございます。また、

山形県の最上町というところに視察に行ったことがある訳ですけれども、最

上町につきましてはいち早く地域おこし協力隊を導入し、その中から1名、

当時2年前ですが、1名町職員として今活躍をしていただいているというお話

もお聞きいたしました。そういった目的を、あるいは目標を持って地域おこ

し協力隊に来ていただく。これも一つの方法であると思います。そういった

意味からして平成28年度については先程お話を申し上げたかたちでやって

まいりたいという考え方でございます。先般も社会経験が豊富な皆さんの採

用ということでございますけれども、現実問題として、年齢の幅を広げて公



 60 

募する訳でございますが、なかなか社会人として経験をしていただいている

皆さんの応募がないというのも事実でございますし、また、当然試験の結果

等でも判断せざるを得ないというのが実態でございまして、思っていてもな

かなかそのような採用ができないというのも、今年とかの例を見ますと難し

いのではないかと思っています。もう少し年齢幅を持たせながら広く門戸を

開いていくということも今後検討していく必要があり、そして将来小海町を

担っていただけるような素晴らしい人材を採用していくということが大事

であると思っているところでございます。 

２番議員 ありがとうございました。今、私が社会人枠といいましたものですから年齢

的に幅がというように町長お取りになったようでございますけれども、社会

人枠というのは一般的に広く新卒だけではなくてということでありまして、

私はこの地域おこし協力隊の中でやはりこの小海町を見た場合にも、専門的

事務系等の皆さん大変立派な方多いですけれども、一つ専門のところになっ

ていくとなかなかそこの職員が得難いというような状況がありますので、私

はこの活動形態というものの中で一つ広めていったらどうか。この地域おこ

し協力隊制度というのは今の時の政権が地域創生のために後押しをしてい

ますので、今後ももっともっと私は伸びていく事業でありますので、この制

度は使えるものありったけ使い、将来の小海町を担う役場職員を確保し難い

専門的な職員の採用に利用すべきだということでこの活動分野、活動形態と

いうことを申し上げた訳でございます。すべてが事務だけで通れるものでも

ないと思います。小海町で見てもやはりもう少し専門的なかたちで取り組ん

でいく人がいてもよろしいのではないかということがありまして、そういっ

た意味で協力隊員のところにも少しいろいろな資格を持った人を採用して、

より小海町を広い目で見れたらということで申し上げたところでございま

す。いずれにいたしましても、この地域おこし協力隊というものを上手く活

用して、小海町の発展になるようにぜひ頑張っていっていただきたいと思い

ますと同時に、特産品というものの元というものをもう一度よくそれぞれの

お立場で考えて、加工して売るのか、そのまま材料のままで売るのかという

ことでもありまして、小海町といえば何々だというような特産品の開発にも

役立つような制度を活用していっていただけたらと思うところでございま

す。これにつきましての質問終わらせていただきます。続きまして中部横断

自動車道、インターチェンジということで質問をさせていただきたいところ

でございますが、先程鷹野議員から詳しく質問がありました。私は29年度以

降5000万円が長振の中で計上されている訳でございまして、はなから地域活
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性化インターを作るつもりで町はいるのかなと考えたところでありまして、

質問に挙げさせていただいた訳でございますけれども、先程鷹野議員が申し

上げましたとおり、小海町として、独自として、高速が出来たからといって

小海町が素通りされてしまっては何の意味もないと思います。かえって地域

として取り残されてしまいます。長野県、新潟県、山梨県、静岡県の4知事

さんたちが協議会を作って国交省等にまだ陳情している訳でございます。そ

してまた広域でも中部横断自動車道の早期実現というものを求めている。そ

ういった努力に対しては敬意を払うものでございますが、一歩突っ込んで小

海町はどうかということになってくるかと思います。先ほど課長の方の話か

ら聞けば、もうすでにアセスに入っているということになれば、ある程度の

基本線はもうできていると思うのです。必要のないところでアセスはやらな

いはずですので。もうそういう傾向がはっきりしている中で10年先になるか

もしれませんけれども、もっと早くなるかもしれない。そういった時に私は

町長が率先して国交省に陳情いたしまして、小海町に政策インターをぜひと

いうことを強く申し上げるべきだと思います。この上信越自動車道の中では

東部湯の丸、あれは開発インターというかたちで地元負担、47.5％ですか、

それから52.5％は、利子のないお金を借りて作ったと。しかし、そのために

は工場団地とか、いろいろな団地も誘致しなければならないのであります。

結果がどうなろうと、結果的にいろいろなインター中で政策インターが出来

ないということもあるいはあるかもしれませんけれども、どうか町長が率先

して小海町政策インターの実現というものの理解として誰も反対する者は

いないと思います。年内は難しいということでありますので、遅かったとい

うことのないためには、ぜひ年度内に町長、議長を初めとして行政担当者の

皆さんと国交省に陳情し、そして私は小海町も政策インターでなければ困る

のだ。南、北相木と南牧ではすでに話を通じてあり、首長さんが変わりまし

からその辺はどうかわかりませんけれども、すでに3村では話がついている

と聞いています。小海町だけが取り残されることのないようにぜひ政策イン

ター実現のために頑張っていただきたいことをお願い申し上げまして、私の

質問は終わらせていただきます。ありがとうございました。 

議  長 以上で第2番 篠原伸男議員の質問を終わります。 

 

第９番 的埜 美香子 議員 
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議  長 次に第9番 的埜美香子議員の質問を許します。的埜美香子君。 

９番議員 第9番、的埜美香子です。先に提出しました通告書に従いまして一般質問い

たします。今回私はTPPの関連と障がい児の学ぶ環境についての質問をいた

します。まず初めにTPPについてですが10月5日環太平洋連携協定TPP交渉が

大筋合意したとする閣僚声明が発表されました。安倍内閣が発表した大筋合

意では関税分野について重要5品目、米、麦、牛肉、豚肉、乳製品、甘味資

源作物の交渉結果を明らかにしたのに続いて、工業製品、農林水産分野を含

めて次々と追加発表を行いほぼ全容が明らかにされております。その内容は

国会決議で聖域とした重要5品目での関税撤廃が含まれており国会の決議違

反である事は明らかであります。5品目以外の大部分の農林水産品について

もかつてない大幅な関税の撤廃、引き下げを約束するなど、我が国の農林水

産業に深刻な打撃を与える大幅な譲歩を行っています。しかも11月5日に明

らかになった協定案では、我が国が関税を撤廃しなかった品目についても、

TPP協定発効から7年が経った後に農産物輸出国と協議するという条項も入

っております。今回は関税を残した品目でもさらなる開放が迫られることに

なります。そういったことを受けまして長野県JA中央会と長野県JA農政対策

会議は11月6日TPPから食と命と暮らしを守る緊急長野県集会を開催し、TPP

が長野県農林業と関連産業に及ぼす影響の推定結果の特別報告を受けた後、

特別決議を採択しました。特別決議では「大筋合意を国会決議や与党決議を

大きく逸脱したものであり断じて容認することはできない」と断罪していま

す。また大筋合意はまだ運動の通過点に過ぎず、「今後行われる国会批准に

向け引き続き強力な運動を展開していくことこそが、今後の本県の食糧、農

業、農村を守るために不可欠である。本県JAグループは引き続き県内の広範

な団体と連携しTPPから食と命と暮らしを守り豊かな地域社会を次世代に引

き継ぐため強力な運動を展開していく」としています。改めて町長にこのTPP

交渉大筋合意をどのようにお考えかお聞きしたいと思います。 

町  長 お答えを申し上げます。これまでずっと全国の町村会の大会等が開かれるた

びにずっと反対をしてきたということでございます。そして去る11月18日に

行われました全国の町村長大会の中でも、全国の町村会長である藤原会長が

「去る１0月5日にTPP協定が大筋合意にいたりました、政府におかれまして

は精力的かつ国益確保のためのギリギリの交渉をしていただいたものと受

け止めておりますと、今回の合意は国内農業への影響が懸念されております

がとりわけ中山間地域の農業に対しまして深刻な打撃を与えるのではない

かと懸念しております」ということを申し上げており、そしてこの環太平洋
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パートナーシップの協定に関する特別決議を行い、全国の町村会としても国

に対して強い要望を現在しているところでございます。一番問題なのは農山

村の活力を維持していく、これがTPPの大筋合意が今後どのように影響して

いくか、そしてまたその対策を国がどのようにしていくのか、あるいは今、

的埜議員さんおっしゃいましたけれども、まだ道半ばであり今後どちらの方

向に進んでいくかということはJAグループも含めてみんなの声を中央に挙

げていくということが大事であるという事をいわれました。私も「農業を守

りそして食と命と生活を守る」こういった意味から何とか中山間地域の農業

の維持、そして特にこの地域においてはお米だとかあるいは畜産、野菜こう

いった物に関税がどんどん縮小されるという中での対応を、早急に国ととも

にお願いをしていかなければいけないと思っているところでございます。 

９番議員 ありがとうございます。町長のお考えは前からずっと反対をしてきた、そし

て中山間地域農業に打撃を与えるということが分かってきた中で農業、命、

食、生活を守る立場で頑張りたいと私は今受け止めました。今私の質問の中

では農業の分野に特化した質問をしましたが、地域経済、雇用、医療保険、

食品の安全、知的財産権など国民の生活、営業に密接にかかわる分野でも危

惧する訳ですが、安倍内閣はBSE検査の廃止や郵便局でアフラックのがん保

険を扱うことや軽自動車の増税などTPP交渉に参加する入場料としてアメリ

カの要求を次々と受け入れてきました。日本の国民の利益と経済主権をアメ

リカや多国籍企業に売渡すものであり、そういった分野においても到底容認

することはできません。町長、農業分野以外の考えもぜひお伺いしたいので

すがお願いいたします。 

町  長 当然、ある一面においては関税の引き下げということで安価な輸入品が多く

なると、こういったかたちで消費者の皆さんにとっては歓迎するという声も

一部には聞こえてきます。また中小企業等、そういった生産部門、製造部門、

こういったところについても歓迎をすると、こういったものもある訳です

が、ただ外国資本がどんどん今お話がございましたように入ってきて、日本

の企業あるいは日本を圧迫するこういったことについては、やはりこれから

しっかり見ていかなければならないところであろうなと思っております。一

つの町村だけでどうこうなるという問題でもございませんけれども町村会

あるいは色々な団体の中に加わって一緒に良い部分、悪い部分これらをしっ

かり棲み分けをしながら対応をしていく、こういった必要があろうかと思い

ます。また、大筋合意ということに11月5日に決定をしたということでござ

います。今後国に対してもしっかり要望をしていかなければいけないと思っ
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ております。そのスタートが11月18日に全国町村長大会で行われた特別決議

ということでございます。これらについて日本の国がより良くなるために共

に、行動をしてまいりたいと思っておりますのでよろしくお願いいたしま

す。 

９番議員 ありがとうございます。大筋合意によって日本の政府もマスメディアもTPP

交渉は決着がついたかのようにいっていますがそうではなく、現在の段階で

は秘密裏に行われた交渉の結果である協定案がようやく発表された段階で、

関係国での国民的な論議も国会でも承認、批准もこれからであります。JA

の特別決議にありますように、引き続き強力な運動を展開させ、今回の大筋

合意を即時撤回することは当然ですし、TPP交渉から撤退すべきだと私は考

えます。町長も是非JAや諸団体と一緒に声を挙げていただきたいとお願いを

したいと思います。同じTPPの関連で次の質問に入りますが、この合意内容

を進んでいきますと私たち町民生活に何をもたらすのか、どういった影響が

出てくるのか。また町としてどういった対策をとっていくのか考えをお伺い

していきたい訳ですが、野菜、果物は関税率が低く影響は受けにくいと政府

は説明してきています。長野県の農林水産業の生産減少額は392億円程度、

全産業で約717億円と推定され就業者に与える影響として農林水産業で約1

万5000人、全産業でも約1万7000人の雇用の減少が見込まれると指摘されて

います。全産業から見ましても農林水産の分野がより大きな打撃を受けるこ

とが解ります。町内のとりわけ農産物への影響がどうなってくるのか通告で

農産物と書きましたので、農産物でお答えいただきたいのですが、もし林業

のほうも解るようでしたらお願いしたい訳ですが、資料も出していただいて

いますので説明と合わせて影響についてお答えください。 

産業建設

課長 

資料の説明をさせていただきたいと思います。資料綴りの3ページをお願い

したいと思います。3頁の左ですが、これが11月6日に行われましたJA長野の

緊急長野県集会の資料でございます。鈴木東大教授にお願いをして試算をし

たTPPによる長野県農林水産物の生産減少額の推定値ということになりま

す。小海町の生産している主な物、六つだけ見たいと思います。一番上の米

が産出額、平成25ですけれども491億円、構成比でその次が生産減少額、推

定値ですけれども30億円です、約6.2％影響あるだろうと。リンゴの次はレ

タスも同じように影響が26億円、率でいきますと10.5％の影響があると、そ

の下が白菜144億円に対して5.6億円、約4.2％の影響。生乳が14億円で13.7％

影響あると、肉用牛が同じく45億円影響があって62.8％と。最後キャベツ。

その下の下になりますけれどもキャベツが約1.58億円で3.9％影響あるとい
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うことで、農協の方の試算、鈴木先生の試算では相当影響額があるというこ

とでございます。今度右側なのですけれども農林水産省の方で影響の説明会

がありましてその資料ですが、それも同じように白菜、レタス、次のページ

のキャベツ、米、牛肉、乳製品ということで主な物を拾い上げてございます。

簡単に見ます。例えば白菜ですけども上の欄は飛ばしますけれども下の欄、

交渉結果というところで現在関税率は白菜3％と、これを即時関税撤廃する

ということで、その隣の結果分析が書いてございます。白菜の国内生産量91

万トンに対し、輸入量は約30トンで国内消費量に占める割合は極めて低い。

また輸入のほぼ全容が台湾、韓国からの輸入でありTPP参加国からの輸入は

無い。また関税率は3％と低率と、それで、矢印の先に、したがってTPP合意

による特段の影響は見込みがたいが国民生活上重要な指定野菜であり、さら

なる競争力の強化が必要とそういった分析をしているところでございます。

同じようにその下レタスですけれども、結果分析の矢印の一番最後の所だけ

読みますが、したがってこれも同じようにTPP合意による影響は限定的と見

込まれる。他方、関税削減、撤廃による輸入相手国の変化等より長期的には

国産レタスの価格の下落も懸念されることから生産性向上等の体質強化対

策の検討が必要という分析をしていると。同じように結果だけ見てみます。

次のページのキャベツのとこですが、結果分析矢印の下、これも同じようで

す。したがってTPP合意による特段の影響は見込みがたいが国民生活上重要

な指定野菜であり、さらなる競争力の強化が必要。次の下の米です。これも

枠、したがって国家貿易以外の輸入の増大は見込みがたい。他方、国別によ

る輸入米の数量が拡大することで国内の米の流通量がその分増加すること

となれば国産米全体の価格水準が下落することも懸念されることから備蓄

運用による外国産米の主食用米生産に対する影響の食い止めの検討や、さら

なる競争力の強化が必要ということで、今度隣にいきまして牛肉です。当面

輸入の急増は見込みがたい。他方、関税の引き下げによる長期的には米国、

欧州等からの輸入牛肉の競争による乳用種を中心に国内産牛肉全体の価格

の下落も懸念される。このため国内の肉用牛生産について、規模拡大等によ

る生産コストの削減や品質向上など、国産の優位性の確保等の対質強化対策

に加え、経営の継続、発展のための環境整備を検討することが必要。乳製品

は主に生乳なのですけれど、この下に書いてある通りでございます。真ん中

の辺にありますが、従って当面輸入の急増は見込み難い。他方、ホエイやチ

ーズの関税撤廃による、長期的には競合する国内産の脱脂粉乳、チーズの価

格下落等が生じることにより、加工原料乳の乳価下落も懸念される。このた



 66 

め国内の酪農について規模拡大等による生産コストの削減や品質向上など、

国産の優位性の確保等の対質強化対策に加え、継続・発展のための環境整備

を検討することが必要ということでございます。いずれ小海町の中のJA八ヶ

岳ですとか、小海町についての影響というのはそこまで試算ができていませ

ん。この内容から見ますと、国の方はいずれ影響が少ないとはいっています

けれども、鈴木先生は影響があるということで、今後の対策がどれくらいし

っかりやれるかという辺も大変大事になってくるかなと思っています。以上

でございます。 

９番議員 ありがとうございます。ただいま長野県の数字を説明していただいた訳で

す。小海でも関係あります主要な作物の説明でした。長野県の2013年農林水

産業の産出額というところを見ていただきますと、2726億5000万円であり、

TPPによる減少額は、全体では14％にもなるといわれています。そこからの

数字に照らして見ましても、当然町でも同じような数字で算出できると思い

ますので、町の方の数字、影響をしっかりとつかんでいただきたいと思いま

す。今説明がありましたように、小海の主要生産である白菜、レタス、キャ

ベツ、野菜、果物は関税率が低いといわれていますが、関税即時撤廃です。

そして野菜全品目関税撤廃、そば等も数年後に関税撤廃というのが条項の内

容です。TPPで地域経済を支えている作物が打撃を受けることは確実であり

ます。そしてまた、雇用の減少により農村地域そのものの崩壊の危機であり、

地域経済への深刻な影響が発生すると思います。地方創生とは真逆の政策で

はないでしょうか。そして町民生活に心配な面としまして、食の安全性の問

題です。マスコミは関税撤廃で食品価格が下がるともてはやしていますが、

国内農業が潰れれば安全な食料を安定的に確保することはできません。TPP

は非関税障壁の撤廃もうたっています。農薬や化学肥料などの使用基準な

ど、国民の健康を守る防御壁です。この防御壁を企業が非関税障壁として扱

い、農薬や食品添加物などの基準、遺伝子組み換え作物などの規制緩和を求

める可能性が考えられます。成長ホルモンを投与された牛肉や遺伝子組み換

え作物等、有害の恐れがある食材が外食産業や加工食品でこれまで以上に使

われることが懸念されます。学校給食食材も心配です。農村地域社会の崩壊、

食品の安全性の問題、どのような対策を取っていくか、町民の不安の声にど

う応えるか、町長お答えください。 

町  長 身近で生産した物。そして安心、安全な食材を、特に学校給食等へ提供して

いく。こういったことは非常に大切なことだと思います、TPPが農産物の関

税の撤廃というかたちになった時に、農家、農業に及ぼす影響は大きなもの
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がある。ただし、それに対してそれなりに今から対応をしていかなければい

けないという部分もあるかと思っています。当然生産コストの効率化である

とか、低減、あるいは安心で安全な美味しい野菜を品質で勝負する。そうい

った国産の良さ、こういったものをアピールしていく。また町でも土作り等

を支援していきながら、農家の皆さんが安心して安全な作物、農産物を市場

に出す。そういった面においては中部横断自動車道等の早期実現、こういっ

たことによって早い、新鮮、そして低コストで市場まで送ることができる。

あらゆることを総合的に判断し、そしてこの関税撤廃に負けない強い農業と

いうものを育てていく。こういったこともある反面においてはもちろんそう

ならないことが一番良いわけですけれども、そういったことにもやはり力を

これから注いでいかないとなかなか中山間地での農業の継続ということが

厳しい状況になっていくのではないかと思っています。そういった点につい

てまた行政もしっかり取り組んでいかなければいけない、農協とともにとい

うことになるかと思いますが、よろしくお願いします。 

９番議員 ただ今関税撤廃に負けない力をつけていかないといけないという考えをお

伺いいたしました。政府の事後対策の中心は規模拡大と品質格差による輸出

の拡大です。農地の基盤整備も最も影響を受ける中山間地域ではなく、これ

まで以上に大規模化が可能な地域や農地に限定されてくるでしょう。その狙

いは輸出産業、流通産業等の農業進出を進め、農家、農業者ではなく企業的

農業を育成するということです。これでは地域で頑張っている家族経営、兼

業農家等、現に生産に携わっている多彩な担い手を排除する構造改革の推進

に他なりません。地域農業も地域活性化も不可能です。多様な担い手の生産

継続が可能になり、後継者や新規就農者が農業で暮らしが立つようにこの間

行われてきた価格補償や所得補償が不可欠なのと同時に、家族経営を基本と

する多様な担い手への援助を強めるべきです。ぜひ国への働きかけを強くお

願いしたいと思います。そしてただ今町長もいわれましたが、町独自では地

産地消をもっともっと進めていただきたいと思います。町内でも国内産、町

内産が安全と考える人は多いと思います。食の安全と自給率向上。大きな課

題であります。そういった意味においても、町の直売所の有り方も重要にな

ってくると思います。昨日も直売所の生産者会議が開かれ、今後の直売所を

どうしていくのかの話し合いが行われました。町の直売所にしか出荷してい

ないという方が何人もいらっしゃいました。その方たちは、自分の健康のた

めにも生きがいにもなると、直売所が出来てずっと出し続けている方や、ま

た4、5年前から畑を始めた人。皆さん体の動くうちは出し続けたいと思って
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これからの直売所をどうやって盛り上げていくか、そういうことが積極的に

参加者の間で話し合われました。直売所の課題であります冬野菜の栽培の研

究、そういうことも進めていかなければならない。それと先ほど他の議員の

質問にもありました温泉熱を利用できないか、そういう話しも出ました。直

売所を拠点に学校給食を初め、町の地産地消を進めていくことは本当に大事

になってくると思います。地域農業を守っていく対策の一つと私は考えます

が、町独自の地産地消の進め方、少し町長からお話がありましたが、どのよ

うに考えているか、直売所も含めてお願いします。 

町  長 直売所の一番良いところは、やはり生産者の顔が見えるということ。そうい

った意味で信頼関係がそこに生まれて、安心、安全な野菜等が食卓に並ぶこ

とができるということであると思います。当然農協を通した野菜もきちんと

した管理がされており、安心、安全な訳でございますけれど、より顔が見え

るという部分においては、信頼性が高いと思われる皆さんが多いのではない

か思っています。そういった中で今後も特に保育所、あるいは学校、こうい

った中でどういったかたちでやることがそういった食材の提供ができるの

かということ。それともう一点、全てが直売所ということになりますと、や

はり地元の商店というものもございます。その辺のところの棲み分けという

ものをお互いに理解し合い、お互いに協力し合い農業振興をしていくという

ことをしていかないと、ただ全てを直売所の方に移行すれば事足りるという

ものとは若干違うのではないかと思います。この分野については直売所、こ

の分野については町内の商店の皆さんに納品をしていただく。そういったこ

とをしながらまた生産者会議も開かれたということでございますし、今後直

売所の運営、改修、こういったことについてもこれから何回か会議を持って

いかなければなりませんので、その中でまたご議論をいただき、そしてより

安心で安全な、そして美味しい食材を提供していけるようなかたちが取れれ

ばと思っています。 

９番議員 ただ今町長の直売所のみならずということですが、地産地消の話をお伺いい

たしました。TPPの大筋合意を受け入れた場合、安全、安心の食糧供給は脅

かされます。より安全を求める声もより高まると思います。そして自給率の

問題です。今後世界的には食料の逼迫が厳しくなることが予想されていま

す。2050年には世界の食料生産は2000年に比べ水産物も含め1.55倍に、穀物

生産では1.65倍の増産が必要だとされています。今でも自給率39％で6割以

上を海外に依存しているにも関わらず、とても逆行していると思います。い

ずれにしましても、TPP協定は関税だけではなく、食の安全、医療、保険、
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雇用など国民生活全般や地域経済に関わるルールが変更されます。しかし、

政府はその中身を明らかにしていません。国民生活への影響を明らかにする

ことも強く求めていただきたいと思います。先程述べましたように大筋合

意、暫定文書は最終文書ではないので国会決議が守られていない大筋合意を

即時撤回することは当然ですし、TPP交渉からの撤廃に向けてTPPの危険性を

町の具体的な、町への影響など数字的なことも含めまして、JAなどと一緒に

町民に知らせることにも力を注いでいただきたいと思います。TPP関連につ

いての質問は終わらせていただきます。次の質問に移らせていただきます。 

議  長 ここで３時３５分まで休憩といたします。   （ときに午後３時２１分） 

議  長 休憩前に引き続き会議を開きます。      （ときに午後３時３５分） 

9番 的埜美香子君の質問を許します。 

９番議員 3つ目の質問に移ります前に、先程の地産地消の件ですが、県議会の一般質

問の中でも、どの会派なのか忘れてしまいましたが、阿部知事は地産地消を

進めると答弁していますので、県ともぜひ情報交換しながら進めていただき

たいということをお願いしたいと思います。それでは最後の質問に入りま

す。障がいを抱える子供たちの学ぶ環境は十分か、ということで通告を出さ

せていただきました。私、先日ちょっとした勉強会に参加しまして、教育関

係の分科会の中で長野県の特別支援学校の実態と特別支援を必要とする児

童、生徒、あるいは発達障がいの児童、生徒の増加ということを改めて数字

でもって知らされました。それが先ほどお配りしていただきました資料の方

です。長野県のこの地図で示されてあるのが、長野県の特別支援学校の配置

と児童、生徒数の推移ということで裏の方で示されています4つの表が児童、

生徒数の実態であります。それを見れば分かりますように、特別支援を必要

とする児童の数が年々増え続けています。特に発達障がいの児童は10年間で

5倍から10倍にも増えているのがこの実態調査から分かりました。ですが、

また戻りまして地図に示されていますように、学校名の横のところに数字が

示されていると思いますが、その数字が学校の定員の数ですので、横に見て

もらえると分かりますが、ほとんどの養護学校が定員の倍近い、またもしく

は倍以上の数になっていることが分かると思います。このような実態を改め

て知りまして、今回小海の障がい児の実態はどのようになっているのか、今

後の対策など議論させていただきたいと思います。まず初めに特別支援を必

要とする児童、及び、発達障がいの児童の現況と過去の推移ということを合

わせ、特別支援学校、特別支援教室、また分かるようでしたらあゆみ園に通

う児童生徒数をお答えいただきたいと思います。 



 70 

教育長 お答え申し上げます。それでは資料を今回出させていただいていますので、

その説明をさせていただきたいと思います。最初に特別支援をする児童でご

ざいます。資料の5ページでございます。上段でございまして、小学校に関

しましては両校合わせまして10年間で24人、27年度につきましては1人とい

うことでございます。中学校も含めまして10年間で47名、平均4.7人でござ

いますので、年間5人ほどがこういった特別支援学級での支援を受けている

ということになります。なお、資料の中で知と書いてありますのが、知的障

がいでございます。それから自と書いてありますのが、自閉症並びに情緒障

がいということでございますのでよろしくお願いします。それと発達障がい

の児童の状況でございます。大変増えているというような実態がございま

す。その中で小海小学校につきましては10年間で自閉症、情緒障がい含めま

して6名ということでございます。中学も同じでございまして、平成24年度

から知的障がいに加え発達障がいも増えたということで倍増しているとい

うことでございます。この原因でございますが、発達障がいが今まで学級の

中でこれを障がいとして認められていなかった訳でございますが、この特徴

が知られるようになりまして、早期に発見され医師らの診断を受け、そうい

ったケースが増えたことにより、増えたと思われています。ここには数字的

には表れていませんが、気になる、あるいは特別な教育的配慮を必要とする

発達障がいに近い児童、生徒の数につきましては、この他にも多く存在する

と思われます。統計によれば全体の5％クラスに1名から2名は必ずいるとも

いわれているところでございます。資料の方続けて説明させていただきます

のでよろしくお願いします。中段に小諸養護学校の児童、生徒数でございま

す。障がいをお持ちの皆さん、これは知的障がいに限る訳でございますが、

その皆さんが通っているということでございます。これは平成27年度の資料

でございまして、小海町が5名、全て小諸の本校の方へ通学しているという

ことでございまして、小学部が2名、中学部が1名、高等部が2名ということ

で計5名でございます。南佐久全体では22名。佐久穂町も含めまして多くの

皆さんが通学しているというのが実態でございます。それと下段の特別支援

学級の児童、生徒数でございます。これにつきましては、これも平成27年度

の数字でございます。小中学校の特別支援学級へ通う生徒の皆さんは小海町

が計7名。先ほどのとおりでございます。その他各南佐久の町村の状況につ

いてはご覧のとおりでございまして、佐久穂町が最も多く29名、続いて川上

村が10名、南牧村が8名というようなことでございます。このほとんどの皆

さんが普通学級、これとの通級をしているというのが現在の状況でございま
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す。資料について一括で申し上げましたが、あゆみ園につきましては申し訳

ございません。資料がなくてお答えできませんがよろしくお願いしたいと思

います。 

９番議員 障がい児の関係ではこの資料では過去何年という数字がないので増えてい

るかどうかということは分からないのですが、発達障がい児の方はやはり小

海の方でもだいぶ増えているということがうかがえる訳です。問題は障がい

を抱える子供たちの学ぶ環境は整っているかということです。小諸養護も定

員を倍以上上回っています。南佐久地域の要望もあって、佐久穂町に小、中

の分教室が平成19年から開校しましたが、今教育長の説明でも本校の小諸の

方に通っている子供たちが多いような話だったと思います。というのは、親

が送り迎えをこの佐久穂町の方の分校で、親が送り迎えをしなくてはならな

いという問題があります。そのあたりの実態はどうかということをお聞きし

たいのと、そういった問題への対応を考えているか、そのあたりをお答えく

ださい。 

教育長 お答え申し上げます。小諸養護学校に関しましては、本校と分校の棲み分け

でございますが、重度の皆さんについては本校、それと軽度かつ通えるよう

な皆さんにつきましては分校という棲み分けになっています。なお、定員で

ございますが、小、中学部につきましては定員はないとお聞きしていますの

で、今回の資料については高等部の定員かと思われます。いずれにしろ、各

養護学校、大変多くの皆さんが通学し、支援を受けているということでござ

います。障がいがある皆さん一人一人の教育ニーズに沿った形での専門的

な、支援ということでございますので、若干場所が限られている中において

は、そこに通うということに関しては致し方ないかと考えています。ただ、

現在の5名でございますが、佐久穂まで送迎し、そこからはバスとお聞きし

ています。そこまでの、ご家族、保護者のご苦労等につきましては、大変だ

と認識している訳でございますが、それに伴う支援の方法につきましては、

福祉的な支援の中で実際やらざるを得ないと考えています。ただ、移動支援

等も含めましてこのサービスが受けられるかというと必ずしもそうではな

いというのが現実だと聞いています。ですから独自の支援策については、検

討する必要があるのではないかと考えます。 

９番議員 ただ今、本校と分校の棲み分けの件ですが、重度、軽度で決まっているとい

うことをお伺いして、そこにやはり要求と違ったかたちの棲み分けがされて

いるのかということを今私は感じました。通学の件でやはり親が送り迎えを

しなければならないということもお聞きしていますので、できるものでした
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ら南佐久の町村会で県の方にぜひ働きかけていただきたいと思います。それ

でただ今佐久穂の方までバスが本校の方から来ているという話しもありま

した。それをぜひこちらにも向けていただくというか、通学バスを延長して

いただくということも考えても良いかもしれません。通学の事だけではな

く、まず障がい児教育に目を向けていただいて、実態の把握をまずするとい

うことをやっていただきたいと思います。教育長や町民課長、また町長、副

町長でも良いのです。ぜひ小諸養護に訪ねていただいていろいろな問題があ

ると思いますので、実態を掴んでいくということろからやっていただきたい

と思います。それと発達障がい児の問題です。保育所でも小学校でも先ほど

教育長の説明でもありましたけれども、グレーゾーンという言い方が相応し

いは分かりませんが、隠れている、疑いのある児童もかなりの数いると聞い

ています。一人一人の障がいは様々です。一人一人に合った対応を小さいう

ちからやることで、その子供の個性として伸ばせることがわかってきていま

す。気づきを早い段階でできるかどうか、そういうことも大きなポイントで

すし、周りや社会全体で発達障がいの事を理解することが大事ではないかと

思います。10月に佐久穂町で教育懇談会が行われ、教職員の方、佐久穂のPTA

の保護者の方たちと意見交換をしてきました。いろいろな話の中で発達障が

いの話にもなりました。やはり教育現場は大変になってきている。特に印象

に残ったのは、高校の中に特別支援教室がないのでその子供たちに寄り添う

ことができない。先生たちはとても大変のようでした。こういったこともぜ

ひ現場の声を聞いていただきながら、例えば小海高校の空き教室を利用でき

ないか等、県の方にぜひ働きかけていただきたいと思いますが、町長、発達

障がいに限らず、支援学級や支援教室など、現場での実態把握と県への働き

かけの考えをお聞かせください。 

町  長 お答え申し上げます。長野県においては高等部の専門の学校というのはほと

んどない。実は私は東京の板橋にあります志村学園高校というところに先般

行ってまいりました。なぜ行ったかと言いますと、小海出身の方が校長先生

をやっておられるということで視察に行ってまいりました。非常に恵まれた

環境の中で、専門的な指導が受けられていたということで、長野県の場合に

ついては小諸養護学校を例にとりますと、小、中、高と、それぞれが一緒に

生活をし、また勉強をしているということでございます。私も教育長の時に

何回か小諸養護学校へは行きました。入学式、卒業式、授業視察、しょっち

ゅう行った訳ではありませんし、年にほんの数回ということでございますけ

れども、そういった中でプレハブ棟を増築しながら宿舎等の対応をされてい
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るということで、今的埜議員さんおっしゃったようにゆとりが段々なくなっ

ているということでございます。ただ、今お話しがありましたように、町と

して当然乳幼児からずっと保健師、そしてあゆみ園、保育所、そして小学校

とそれぞれ連携を取りながらその子供にとってどういった対応が、良いのか

ということを一番のポイントにおいてずっとそういった支援をしてきてい

る訳でございます。ただ、県で小海高校へとか、そういったことについては

なかなか町から云々というよりも県の教育委員会の中で、佐久穂に分校がで

きたのも今新しい小中一貫の小中学校になっていますけれども、以前に佐久

町の中学校の方にできたということですが、そういったかたちで町村が主体

となってという訳にはいかないのではないかと思っています。また小海高校

の大井校長先生とお会いする機会がありましたら、実現する、しないは別問

題として、こんなご意見もありますよというお話をさせていただければと思

っているところでございます。 

９番議員 町長も積極的に視察の方なども行かれていることも今お聞きしました。私が

今日質問に挙げたのは、ほんの一部の問題であります。町長もその辺は支援

学校の方にも顔を出していただけているということなので、様々な問題があ

ることは町長自身感じていると思います。発達障がい児童による学級崩壊や

児童虐待は大きな社会問題です。先月、茨城県の県教育委員による障がい児

への人権侵害の発言も問題になりました。それは発達障がいではありません

が、茨城県は長野県に比べても支援学校の充実を進めています。これ以上手

厚い支援は必要ないといったようなそういう考えからの発言でありました。

ぜひ障がい児教育の事にこれからも関心を持っていただいて、どの子も大事

にされ、良い環境で学べるような環境整備を整えていただきたい。そして誰

もが安心して豊かな暮らしのできる町になることをお願いしまして私の一

般質問を終わりにします。 

議  長 以上で第9番 的埜美香子議員の質問を終わります。 

 

第１０番 井出 薫 議員 

 

議  長 次に第10番 井出薫議員の質問を許します。井出薫君。 

10番議員 10番井出薫でございます。一般質問をさせていただきますけれど、その前に

ちょっと一言お話しをしながら一般質問に入りたいと思います。皆さん本日

12月8日は日本軍が朝鮮半島や中国大陸への侵略に続いてマレー半島やアメ
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リカのハワイを攻撃した1941年アジア太平洋戦争の開戦から74年の12月8日

です。日本は僅かその3年半余りの後に、一連の戦争に敗れ降伏をしました。

戦後の日本は政府の声により再び戦争の惨禍が起こることの無いようにす

る。憲法の前文でありますけれども、このことを決意して再出発しました。

にも拘わらず9月19日安倍内閣によって安保法制、いわゆる戦争法案が成立

させられました。安倍首相は法案の強行直後、戦争法案というレッテルが張

られた。これを一つ一つ剥がしていくと述べました。安保法制は憲法9条が

戦前の侵略戦争と植民地支配、日本国民310万人、アジア諸国で2000万人以

上という尊い犠牲の反省から、国権の発動たる戦争と武力による威嚇、また

は武力の行使の放棄を明確にしたにも拘わらず、自衛以外での武力の行使を

戦後初めて法制化した訳であります。このことによって例えば、今テロの問

題になっていますが、自衛隊が空爆を要請された時に今の法律はこの行動が

可能になったという、現実的な非常に危険な法律がつくられたということで

あります。安倍内閣は日本を取り巻く情勢が根本的に変容していることを最

大の理由にしておりますが、アフガニスタン問題でも領土問題にしても先程

いいましたISいわゆるイスラム国問題でも、フランスなどではテロがどんど

ん広がっており、武力で解決できないことをますます鮮明にしております。

そういった中でこの戦争法と一体となった米軍基地の増強、沖縄は今大問題

になっていますけれども、沖縄の基地だけではない訳であります。米国防省

は5月17日の戦争法案国会への提出直前の11日、米空軍特殊作戦機CV-22オス

プレイを東京の横田米軍基地に配備し、特殊部隊を派遣することを発表し安

倍内閣はこれを受け入れることを決定しました。町長これまで我が小海の町

でも色々軍用機が飛んだり、佐久平では戦闘機が低空飛行して、町長も色々

対応してもらいましたし、佐久市でもそのような対応をし、県の方でもそれ

なりの対応、努力をされて安保法の国会の関係もあろうことかと思います

が、最近はこういった飛行が無くなってきているというのが現状だと思いま

す。そういった点での活動を評価いたしますけれども、ここでまずオスプレ

イに対する町長のイメージといいますかどのように考えておられるかこの

点をまず、最初に伺っておきたいと思います。 

町  長 お答えを申し上げます。今オスプレイの話でございますけれども、高速で大

量輸送ができる航空機であり、日本においても大規模災害等が発生した時に

は、その機能を発揮し広範囲で救助活動ができると言われています。一方で

は運行時の騒音や墜落事故等の住民生活への悪影響や生活環境、動植物そう

いったものに影響を与えるということが懸念をされているところでござい
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ます。最も大事なことは地域住民が安心で安全な暮らしが営めるようにする

ということが重要であると、このように受け止めているところでございま

す。 

10番議員 確かに防衛省の資料を見ましてもこれまでの活動を見ましても、災害救助の

活動こういった点での一定の役割は果たしている部分もありますが、多くの

部分でやはり非常に墜落、未亡人作成機と言われるほどパイロットが何人も

死んでいる訳であります。こういった飛行機だということは多くの方がイメ

ージを持っておられるのかと思います。そういう中で、この配備計画ですが、

今も言いましたように世界で最悪の欠陥機と言われるCV-22オスプレイの配

備の問題と世界で秘密作戦を強行する米空軍特殊部隊、こういう特殊部隊を

新たに横田に作ると、CV-22オスプレイの役割はここにある訳でありまして、

問題としては本当に重要であります。例えば先程の事故の話でありますけれ

ども、世界で最悪の欠陥機と言われるCV-22オスプレイは沖縄普天間基地に

24機配備されている米海兵隊のMV-22オスプレイと比べてもクラスAという

重大事故率、これは非常に大きな事故結果であったり、死亡者があったりと

一定の規定の中での事故率。10万時間あたりの事故率をアメリカ発表してい

ますが、MV-22の事故率は2.12だそうです。これに対しCV-22は7.21だと、3.4

倍という高い事故率だということです。どうも日本の防衛省の皆さんは、CV 

-22は非常に事故率の高い飛行機だという事をご存じのようなのです。ちょ

っと紹介したいのですがYouTubeで2015年5月20日衆議院外務委員会で共産

党穀田恵二議員が紹介されていますけれども、オスプレイ標準時に墜落と

2012年6月CV-22フロリダの墜落と、この安全性の分析評価書というのを衆議

院の外務委員会で岸田外務大臣と佐藤防衛副大臣と議論している訳です。ぜ

ひ興味のある方は見ていただきたいのですけれども、要するにCV-22は特殊

任務だから超低空飛行をしたから落ちたのではないですかという質問を日

本の防衛関係の方、記者の方がアメリカへ質問をしてそれに対してアメリカ

はそうでない。ごく普通の飛行訓練だったと答えている訳ですが、その報告

書を国民に明らかにしていない訳です。共産党は手に入れましてそれを国会

で追及した訳ですけれども、そういったYouTubeです。興味のある方はぜひ

見ていただきたいと思います。それで先程も言いましたけれどももう一個

は、CV-22オスプレイは米空軍特殊作戦機という超低空で敵地に隠密裏に潜

入するという任務を持っている、空軍訓練マニュアルによれば日米地域協定

でも禁止されている、この資料の中にもありますけれども150m以下の低空訓

練を計画している、60m以下の超低空訓練を行なおうとしていると、これは
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参議院の外交防衛委員会で明らかになっている。ここまで言ったうえで②の

項目訓練空域と小海町への影響はと、それからその後町長の考えと対応を通

告してありますので、まず小海町への影響の部分について説明をお願いいた

します。 

総務課長 お答え申し上げます。資料 6ページをお願いしたいと思います。左側が防衛

省のホームページからの抜粋でございますが、横田基地へのオスプレイ配備

計画の概要ということでございまして、具体的にはどうなのかということで

ございますが、3番目にございますが横田飛行場へ平成 33年までに計 10機

の CV-22オスプレイが配備されるということでございまして、最初の 3基が

平成 29年の後半に配備される予定だということでございます。横田飛行場

周辺での訓練はこういったかたちで行われるということで、空域でございま

すが、右側上の地図でございます。これが横田空域の状況ということでござ

います。7010mとか、書いてありますのが下の A5版ございますが ABCDEか

ら Hまでございます。これが、方角が変えてございますので、これが一致す

るということで、この高さまでの空域を横田管制が空域を管理しているとい

うことでございまして、ここは米軍指揮下の横田管制が空域を管制している

ということで、一般の機はその許可が必要であるという意味でございます。

オスプレイの訓練区域でございますが、今回揉めておりますが、このホテル

スペシャルユースエアースペースという、ホテル Hといわれているエリアで

ございます。このホテルということには特別な意味はございません、Hエリ

ア、エリア Hということでございます。これは具体的に何処かというのが 7

ページのものでございます。これは座標軸でオスプレイ訓練区域エリア H、

座標軸で北緯何度、東経何度といったかたちで米軍から示されておるという

のが環境レビューにのっておる訳でございますが、これを長野県内に当ては

めますと左側は大きく拡大した図でございまして、1番の南のはしが蓼科山

でございます。それから南側へ小海町を通りまして群馬県の南牧村の役場の

南側を経由するラインと立科山から立科町を経由して東御市へ抜ける方面

のものがこのかどにあたってくるということでございまして、長野県内 17

市町村が該当するのではないかと言われているエリアでございます。小海町

は右側で拡大図でお示ししてございますが本間地区の北側を通過すると、横

切るというようなかたちで南端が示されておるということでございます。こ

れをもっと拡大しますと中部森林組合さんの事務所の北側付近がそこに当

たるのではないかという位置取りになるということでございます。具体的に

どういったことが考えられるかということでございますが、この訓練空域が



 77 

確実に守られるとしても小海町への影響というのは本間付近に出てくるだ

ろうと、これは騒音ですとか諸々、低空飛行の訓練などなど、先程町長申し

上げましたとおり非常事態もあり得るということでございますので、全く無

関係では無いということでございます。ただその夜間訓練も含めてですが、

どの程度の訓練頻度があるのか、時間はどうなのか、高さはどうなのかとい

ったことが全く米軍から示されていないというのが今の段階でございます。

これにつきましては不安が交錯するということもございまして長野県の方

からもこういったことについて国の方へ北関東防衛局の方へ経由して米軍

へ照会中である、ということでございまして、まだその回答が今現在無いと

いう状況でございます。いずれにいたしましても平成 29年までには最初の

3機が横田基地へ配備されるということが明らかになった訳でございます

ので、これにつきましては今後も関心を持って注視してまいりたいと考えて

おります。 

10番議員 エリアHということで小海町は只今総務課長の説明によりますと、森林組合

のあの辺までが、今言われている中身だという説明でありオスプレイが日本

とアメリカの約束では150m以上を飛ぶというのが約束でありますけれども、

先程言いましたように空軍の訓練マニュアルでは60m以下と、特にCVオスプ

レイは超低空飛行でその任務からしてやらなければならないという訓練を

もっているということであります。実はHエリアだけでオスプレイは訓練を

するのかということはまだ不明でありまして、そういった中で非常に心配さ

れているのが横田基地にはC-130輸送機というのが配備されていると、横田

基地が設置した空中衝突防止会議の資料、先程配っていただきましたこの資

料ですけれども、首都圏に低空飛行訓練ルートを作り、首都圏全域で低空飛

行訓練を現在強行していると。これまで飛んできたやつもこういうことかな

というイメージをもっているのですが、それがこの地図と上の三分の一位の

ところに横田C-130編隊飛行ということで太い線が書いてありますけれど

も、今度はちょうどその矢印の辺が長野県の私たちの地域に当たるように見

えます。先程のように詳しくは解りませんが、地図からいってこういう状況

だと、それで東京、千葉、茨城、栃木、山梨、群馬、長野、神奈川、静岡の

一部を通過する一都八県に及ぶ広大なエリアでCV-22オスプレイがこのよう

な訓練を行なうと危険があると、それは富士の演習場だとか、今オスプレイ

が配備されている関係、それから米軍基地の配置の関係からして横田の

CV-22オスプレイがそこに行かないなんてことは無い訳でありまして、そう

いった意味で私たちの小海町はその全域が訓練の対象になると危惧される
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訳であります。先程の総務課長の説明、それから私のこういった今の説明の

中で町長は③としてこういったことに対して、考えと町長の対応をお伺いい

たします。 

町  長 オスプレイの飛行区域については、今現在でわかる範囲内で総務課長から説

明をいたしました。県の方で今、回答を求めている訳でございますけれども

正式にはこの空域だよ、ということについては、まだ県の方に回答が来てい

ないということでございます。しかし今の横田のC-130の編隊飛行、こうい

ったものから総合的に判断すると、オスプレイとこのC-130で小海町がほぼ

全域、そういった危険な区域に入るのではないかということが懸念をされる

という、今お話がございました。当然オスプレイについては平成29年から配

備をされるということでございますけれども、今直ちに重大な危機を招くと

いうことはありませんが、引き続きそれぞれ情報を早くキャッチする注視す

るこういったことによって一番大事なことは関心を持っている町民の皆さ

んを含め、全ての町民の皆さんの安全の確保に努めていくことが、一番重要

だろうと考えております。これからもずっとこの問題については情報収集と

注視をしてまいりたいと思っております。 

10番議員 あの佐賀県知事でありましたけれども、うちの県は飛ばないでくれというこ

とを明確に申されて国のほうでも非常に答えに対して、その意思を汲んだ行

動がこのところ起きているということであります。私はそういった意味では

ぜひ町長、実際に飛んできてからうんぬんというのではなくて、やはりオス

プレイは我が町では飛んでほしくないということを明確にしながら情報収

集をしていくという姿勢に私は是非なっていただきたいと、このことは強く

要求したいと思います。最後に紹介をして次に移りたいと思いますけれども

皆さんの中で雑誌、正論という雑誌をとっておられる方あるかと思います。

この今年の2月号ですか、自衛隊の特殊部隊の元軍長 荒谷卓が座談会で話

しているのですけれども、世界の特殊部隊は任務として拉致をします。これ

は常識です。ですから北朝鮮の工作員、あるいは特殊部隊が日本人を拉致し

たことはそれ自体が国際的な非常識とは言い切れないというとんでもない

ことを口にしています。米特殊部隊も2015年5月CV-22オスプレイを使って過

激派組織IS幹部を襲撃し殺害すると共にその妻を拉致したと、戦争と一体と

なって特殊で陰湿な仕事を行うのが特殊部隊なのです。今年の5月沖縄で米

特殊部隊が秘密裏に訓練をし、ヘリコプターの墜落事故が起きたというのは

記憶に新しいところです。そのヘリに陸上自衛隊特殊作戦軍の兵員10人が搭

乗し2人が負傷するという事故があったことは皆さんご承知のとおり。国民
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の知らないところで危険な特殊作戦計画が進行していることを示していま

す。安保法制の危険性とこうしたオスプレイの配備など米軍との軍事強化の

方向というのがなんとしても私たちは止めていかなければならないと思い

ます。皆さんと力を合わせ訓練の中止を求めていきたいと思います。それで

は次の質問に移りたいと思います。2番目としてまちづくり推進課の設置を

ということで、私は地域の活性化、地方創生というようなことで、6月の議

会と9月の議会で島根県の海士町、岡山県の西粟倉村を紹介し議論をしてま

いりました。町長も先程申されましたけれども、町の議会でもこの西粟倉村

を視察した訳でありますけれども、こうした議会の中で町長は例えば西粟倉

村は村の95％以上が森、山林でその資源を生かす100年の森構想を掲げて林

業の再生に力を注いでいると。その結果従事者が大きく伸び携わる木工の皆

さんなどの定住に結びついたと答弁され、海士町では離島を逆手にとって観

光、海藻の商品化、CAS凍結センターなどで活性化を目指していると、挑戦

するときには挑戦をする。盛り上がった時にはその時一気にやる。学ぶべき

ところがあると答弁されております。そこで私はこうした学ぶべきところが

あるということでありますけれども、先程皆で話をしましたら、町長は6年

目が終わるというような、この議会が終わりますと3月議会があと2年という

状況であります。そうした中で今後どうこうした学ぶべきところ、こういう

のを活かしていくのかという点を伺いたいと思いますが、町長、「キンニャ

モニャの変」見たことありますか。第3次海士町総合復興計画ダイジェスト

版ですけれども、もしないようでしたらないで結構です。お願いいたします。 

町  長 今、その海士町のそれについてはまだ見ていません。実はこの前も前回も答

弁をさせていただきました。やはり西粟倉村は資源として山林が村の大きな

面積を占め、そしてその大きな資源を活用して村づくりを行った。そして海

士町については離島であり周りが海に囲まれていると、一番大きな資源とい

うものが海であると、そういったことから海産物を中心に、もちろん畜産も

合わせて活性化を図った。そして例えば近くでは川上村さんについては一番

大きなレタスというもので村の活性化を図っている。また隣の北相木村さん

については都会から子供たちを呼ぶ山村留学、こういったことで村おこしに

力を入れていると、ですからそれぞれの町村で一番の資源、あるいは文化、

経済こういったなかで小海町が、一番の小海町にとってこれを活かして町づ

くりをしていく、こういった物がなかなか率直に言いまして見つからないと

いうのが現状であると思います。それですからいろいろなことをしながらそ

の中から一つのものをあるいは二つのものを作り出していく。先程もご答弁
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申し上げましたけれども西粟倉村に議員の皆さんが視察に行って林業を活

かして、そして川上と川下、要するに材として生産する場所、もう一方では

それを加工し家具、いろいろなものとして作り変えていく。では小海町にそ

れが、カラマツそのものというものがそういったかたちで馴染むのかどうな

のか、またそれが町の活性化として、丸太だとか合板だとかそういったかた

ちで販売する物と一歩進んだ政策が果たして小海町でいいのかどうなのか、

ということについて先程も答弁をいたしましたけれども、私も含めて何が出

来るのか検討をするように指示をしたところでございますが、ただそれらに

ついて、そのまま小海に当てはめるという訳にもまいりませんので、良いと

ころは学び、良いところは活用ができれば活用をしていく、町の政策に取り

入れていく。こういったことが大事だろうと考えている所です。 

10番議員 町長も正直になかなか見つからないと、正直にお答えをされ一般論的に良い

ところは学び、良いところは活用していくという答弁を私はされたと思うの

です。私は、今回またこうやって総合戦略ということでこういう資料を作っ

ていただいて、地域での懇談会、あるいは若い人たちのPTAですか、懇談会

だとかアンケートだとか非常に努力されて、こういった総合戦略を今発表さ

れたということでありますけれども、私はこういった町の政策、事業やこう

いうことをやろうということを決定しているのは何処でやっているのかと、

そしてそういうことをやる、決めるまでの提案の過程、アンケート、地域で

の懇談会とかそういうことはこの中にも書いてあるから良いのですけれど

も、特に私は農業振興、林業振興、商工観光の分野で、やはり具体的な事業、

政策決定というのをどういう部門でやり、最後に審議会に出したり、議案と

して提案して議会の議決をいただくということでありますが、審議会に提案

するまでの過程、そういうのがなかなか見えない訳です。その辺はどのよう

なのか伺いたいと思います。 

町  長 

 

審議会に提案するまでの経過ということでございますけれども、例えば一つ

の例として小学校の統合の問題。そういった大きな問題、町の歴史を変える

ような大きなものについてはいろいろな場面でいろいろな皆さんの多くの

ご意見を拝聴し、公聴会等も開きながらいろいろな皆さんのご意見をお聞き

し、最終的にまとめて、例えば統合の委員会そういったところでご審議を、

学校の在り方を考える会というもので行う。そういったかたちで、それぞれ

やる訳でございますけれども、普通の通常の審議会というものについてはあ

る程度事務レベルでまとめて、そしてまたその時に必要となれば関係する団

体、関係する皆さま方のご意見をお聞きし、そして最終的に審議会の考えを
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伺って、そして予算計上するものは予算計上する。また議会で議決いただく

ものは議会で議決をいただく、そういったかたちで進めてきたというのが実

態でございます。 

10番議員 小学校の統合の時の例を出され、地区懇談会やそれぞれの部門で非常に積極

的に議論を重ね慎重に慎重をとって進めてきたということは理解できるの

ですけれども、私が伺いたいのは学校づくりも町づくりですからそうですけ

れども、例えば町の活性化という点を見たときにやはり農業振興や林業振

興、商工観光の振興、こういった部門でも具体的な政策、町づくりをどう進

めるかと、先程10年、20年先を見越した農業政策をという意見をされた方も

ありますけれども、私はやはりこの部門をもう少し町としても変えていかな

ければ駄目ではないかというふうに思うのです。インターネットで是非見て

いただきたいのですが、先程の海士町の27年度の職員配置表をいうのを取り

寄せたのですが、町長、副町長の下に文部科学省派遣の地域協力魅力化コー

ディネーターという方が居られます。皆さんもご存じのとおり海士町の高校

教育の取組というのは非常に全国的にも先進的活動として評価されていま

すが、私は体制的にやはりこういう体制をとっていくと、町長の下にはさっ

きの高校の魅力化プロジェクトというプロジェクトチームを作っているこ

と、それからまち・ひと・しごと創生戦略のプロジェクト、こういう部門を

作っている。先程町長見ましたかということですけど、これは3次計画であ

って今の町長さんになって4次計画を作るのですけれども、こうした50人く

らいの大きなプロジェクトで1年位掛けて、それで4次の計画を立てている訳

ですよ、この3次の具体化として。そういう中で小海の町は、産業課は建設、

農業、観光、商業それぞれみんな係になっている。けれど、海士町は交流促

進課というものを持って、この中に定住係と観光、商工係がある。それから

地域地産地商課というものがある。前言いましたけれども地産地商の商は消

費の消ではなく、商いの商です。こういう課を作って、その中で農業基盤整

備、水産、商品開発それぞれ担当がある訳です。支援センターだとかいろい

ろそういった部門での課も作ってやっていると。やはり本当に物事を進めて

いく時に農業を基幹産業といって係が一人では駄目です。商工振興だ、観光

振興だといっても係が一人では駄目なのです。私はやはり本当にこの小海の

町で活性化をもたらしていくというのであれば、もっともっとこの計画段階

での立案、こういったものをもう少しお金をかけ人を集め、そして本格的な

プロジェクトを作って研究していく。そして私が一番言いたいのはこの町の

総合戦略、いろいろ書いていますけれども、誰がやるのか、誰がやるのかと
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いうのが一番疑問なのです。こっちの海士町の「キンニャモニャの変」、第3

次計画ですけれども、これは町民の皆さんが協力していかなければ困ります

よという長期計画なのです。要するに行政が何でも請負って何でもやるとい

うことではないと。こういう計画を町民の皆さんと立てたと、そしてこの計

画を実現するためには町民の皆さんに協力していただかなくては駄目だと、

そういった長期計画なのです。同じ長期計画を作るのにも根本的に姿勢が違

う訳、体制も違う訳。西粟倉村、この間視察に行きまして、課長補佐の神原

さんという方が100年の森構想の説明をしてくれたのですけれども、彼は教

育委員会の方をやっていて森林の方は良く解らないというようなことを頭

で言いながら、職員は林野庁からの出向の永井さんという女性の方と、横浜

市からＩターンした横江さんですが、この二人が下で本当にやっているので

すよ。役場の中で。私はやはり「より良い方向で」みたいな議論は大いに結

構ですけれども、そうでなくてやはり今一歩いろいろ決めたことを中心にな

って考え進めていく部署を、とりあえず町の中に作る必要があるような気が

します。これが町づくり推進課設置というのが私の提案です。それでこのま

ちづくり推進課は何をやってもらうか。先程の議論を聞いていても、農業の

ことは農協と相談して、森林のことは森林組合と相談して、商工のことは商

工会と相談して。私はこういう団体の役割と町、行政の役割は、私は違うと

思うのです。私は粟倉村へ行って粟倉村の森林組合の実情を知りました。一

緒に行ってくれた森林組合の彼が、小海の森林組合とは事情が違うと言って

くれました。私たちも是非今度は森林組合と懇談をしたいと思いますけれど

も、こういう一つ一つのことに対して、やはり真剣に本気度を持って町づく

りの施策、政策としていくとこういうものを本当に作り上げて、その実践の

先に立つ、こういうまちづくり推進課、こういうものを是非設置していただ

いてやっていただくと。その他は教育委員会など色々どこの町村でもある、

いわゆる一般事務の仕事もある訳でございますけれども、やはりそういう部

門を作っていただいて本気度を持って住民の皆さんの声も聞いて進めてい

くという、私は体制が重要だと思います。その中に地域協力隊の方も入って

いただいても結構ですから是非やはり具体的行動をする、そして農林業、商

工観光の町づくりをどう進めるかとか、情報の収集、政策の立案、そして情

報発信、こういった仕事を行う様な課を私は設置するべきだと思いますがい

かがでしょうか。 

町  長 総合的に取りまとめを行うそういった意味合いでまちづくり推進課を設置

したらどうかということでござまいす。確かに宮崎県の綾町という所にいっ
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た時に、まだ森林組合は町単独という町でございました。それがなぜ単独か

ということは、要するに町と一貫して事業の推進が出来るよというのが一つ

の理由として町長さん言われましたけれども、ただ一つの課を設置するとい

うことについては当然、行政改革推進委員会とかそういったところで議論を

し、また何をするために作るかということについても若干時間を取らなけれ

ばいけないだろうと思います。今は企画係を増員する。あるいは農政だとか

経済係そういったところに人的な配置をしながら、そういった直売所の関係

だとか、あるいは農業振興、商工業の振興そういったことについて力を注い

でいくということは今私も考えているところでございます。今すぐまちづく

り推進課を設置して、そこで優秀な人材をとか、あるいはいろいろな外交、

いろいろな面に明るい仲間を集めて委員会をやっていこうということにつ

いては、今の段階では無理だと思っています。いずれにいたしましてもリー

ダーシップを持ちながらどういった町づくり、ただ全国には1718の市町村が

ございます。それぞれの市町村がそれぞれの特徴を出して、それぞれの行政

組織の中で行政を推進している。今、海士町そして西粟倉村の組織というも

のについてお聞きを、提案を頂戴致しましたけれども、それらも参考にしな

がら幅広く、即という訳にはいきませんけれど、とりあえず来年については

私としてはそんな考えを持っているところです。 

10番議員 それでは、まとめたいと思います。町長はいろいろ体制作りには行政改革推

進委員会ですか、開かなければと言われましたけれども、私はまず町長の腹

が決まらなければこんなことはできないと思うのです。これまでのような流

れの中でこなしていくという姿勢が、町長がいつまででもあるようでした

ら、私は本当に無理だと、それは西粟倉村にしても海士町にしてもやはり長

のリーダーシップというのがものすごく働いているというのは実際に粟倉

村に行っても私は感じましたし、海士町の、町長も見ましたか、DVD、NHK

で放送されたあれを見たとおり、本当にリーダーシップがそこにあって、や

はり将来に対する夢と希望を皆で作ろうという姿勢が長から出ているとい

うのが一点。それからこれまでも議論してきましたけれども、両町村の共通

点は仕事が無いから過疎になる。だったら地域資源から仕事を生み出そうと

いうのが基本的な発想であり、あの海士町のDVDの中で見た「島では当たり

前サザエカレー」というのが、今でもトップのメニューになっているとDVD

の中で放送されましたけれども、開発に2年半かかったというのです。私は2

年半小海町で特産品開発に集中できるかと、そういう体制が本当にあるのか

と、意欲があるのかと、やる気のある職員が力を出して頑張ろうという環境
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がそこにあるのかどうかと、私はこの事を強く申し上げまして町長の姿勢、

こういった点をしっかりと持っていただきながら、この12月議会が終わりま

すと任期は後2年でありますけれども頑張っていただきたいということを強

く要望しまして私の一般質問を終りたいと思います。 

議  長 以上で第10番 井出薫議員の質問を終わります。 

議  長 以上で今定例会の一般質問は終了いたしました。 

なお、今後の予定といたしまして明日9日午前１０時から現地視察を行いま

す。視察箇所につきましては本間上法面崩落現場、芦平土砂崩落現場、高原

美術館視察となります。なお服装は作業服、長靴着用でお願いいたします。

また、現地視察終了後、午後1時から全員協議会を行います。 

これをもちまして本日は散会といたします。 

ご苦労様でした。             （ときに午後４時４６分） 

 


